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中
世 

―
日
本
が
沸
騰
し
た
時
代
―

約
5
万
の
城
が
記
憶
す
る
、

戦
乱
の
歴
史

　
「
城
」は
、
地
域
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、

役
割
や
形
、
設
備
、
場
所
が
変
わ
っ
て

い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

平
安
時
代
末
期
、
新
し
い
土
地
の
支
配

の
始
ま
り
と
と
も
に
、
支
配
者
を
中
心
に

集
落
が
形
成
さ
れ
、
集
落
の
周
囲
に
堀
を

め
ぐ
ら
せ
る
な
ど
し
て
、「
城
＝
拠
点
」づ

く
り
が
各
地
で
な
さ
れ
た
。

　

約
60
年
間
続
い
た
南
北
朝
の
内
乱
期
に

は
、
そ
の
城
に
、
木
戸
や
堀
、
矢
倉
、
城

壁
、
逆
木（
さ
か
も
ぎ
）、
垣
楯
な
ど
の
要

素
が
備
わ
り
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

中
世
武
士
の
拠
点
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

戦
い
が
激
し
さ
を
増
し
て
く
る
と
、
ゲ

リ
ラ
戦
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
山
や
川
、

湾
、
湿
地
な
ど
の
自
然
地
形
を
防
壁
と
し

た
人
里
離
れ
た
要
害
地
に
築
か
れ
た
。

　

１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
た
戦
国
動
乱

期
に
は
、
領
国
支
配
を
考
え
て
、
生
活
と

戦
い
の
城（
拠
点
）が
そ
れ
ぞ
れ
に
築
か
れ
、

領
主
が
生
活
拠
点
と
し
た
城
を
中
心
に
町

が
形
成
さ
れ
た
。
日
本
の
至
る
と
こ
ろ
に
、

支
配
者
の
知
恵
と
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た

「
城
」が
築
か
れ
、
泰
平
の
世
の
幕
開
け
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
の
城
の
ほ
と
ん
ど
が
消

滅
し
た
。

　

近
年
行
わ
れ
た
中
世
城
館
跡
調
査
で
は
、

国
内
に
は
、
約
５
万
か
所
の
城
跡
が
確
認

さ
れ
た
と
い
う
。

　

戦
国
期
の
城
づ
く
り
に
は
、
当
時
の
最

先
端
技
術
が
盛
り
込
ま
れ
、
そ
の
手
法
な

ど
を
後
世
に
書
き
遺
し
た「
築
城
記
」が

代
々
伝
え
ら
れ
た
。
技
術
だ
け
で
な
く
、

山
の
神
を
鎮
め
る
た
め
、
ま
た
は
悪
鬼
除

け
の
た
め
、
方
角
に
留
意
し
た
細
工
を
施

し
た
り
、
城
内
に
神
社
を
祀
っ
た
り
、
人

柱
な
ど
人
身
御
供
に
よ
っ
て
鎮
守
し
た
り

と
、
城
づ
く
り
に
は
決
し
て
欠
か
せ
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
。
城
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は

尽
き
な
い
。
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 Ｐ.22 知将 明智光秀 再起の地への想い【東大味館】
 Ｐ.23 中世日本の海運の要だった 越前の湊
 Ｐ.24 乱世に生きた義の武将 敦賀城主 大谷吉継 【敦賀城】
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朝倉孝景（享年54） 応永35年（1428）～文明13年（1481）

斯波氏（一時期、畠山氏） 延元元年（1336）～文明3年（1471）朝倉氏（孝景から義景まで） 文明3年（1471）～天正元年（1573）
柴田勝家
天正3年（1575）
～天正11年（1583）

堀秀政など
天正13年（1585）
～慶長5年（1600）

●
文
明
13
年（
1
4
8
1
）

　

氏
景
、家
督
を
継
ぐ

朝倉貞景　　 （享年40） 文明5年（1473）～永正9年（1512）
●
文
明
18
年（
1
4
8
6
）

　

貞
景
、家
督
を
継
ぐ

●
永
正
3
年（
1
5
0
6
）

　

九
頭
竜
川
の
戦
い
で

　

加
賀
の一
向
一
揆
を
撃
退

朝倉孝景（享年56） 明応2年（1493）～天文17年（1548）

●
永
正
9
年（
1
5
1
2
）

　

孝
景
、家
督
を
継
ぐ

●
天
文
2
年（
1
5
3
3
）

　

義
景
、生
ま
れ
る

●
天
文
17
年（
1
5
4
8
）

　

義
景
、家
督
を
継
ぐ

●
天
文
24
年（
1
5
5
5
）

　

朝
倉
宗
滴
、死
去

●
永
禄
6
年（
1
5
6
3
）

　
国
吉
城
籠
城
戦
始
ま
る

●
永
禄
11
年（
1
5
6
8
）

　

足
利
義
昭
、朝
倉
館
御
成

　

織
田
信
長
、上
洛

●
元
亀
元
年（
1
5
7
0
）

　

姉
川
の
合
戦

●
天
正
元
年（
1
5
7
3
）

　

刀
根
坂
の
合
戦
で
大
敗

　

大
野
で
義
景
自
害

朝倉義景（享年41） 天文2年（1533）～天正元年（1573）
朝倉氏景（享年38） 文安6年（1449）～文明18年（1486）

●
宝
徳
3
年（
1
4
5
1
）

　

孝
景
、家
督
を
継
ぐ

●
応
仁
元
年（
1
4
6
7
）

　

応
仁
の
乱
で
西
軍
と
し
て
活
躍

●
文
明
3
年（
1
4
7
1
）

　

東
軍
に
寝
返
る

　

河
俣
の
合
戦
を
皮
切
り
に

　

越
前
統
一を
目
指
す

府
中
三
人
衆

一向
宗
徒（一向一揆
）

2

一色氏
貞治5年（1366）
～永享12年（1440）

武田氏（信栄から元明まで） 　永享12年（1440）～天正元年（1573）
丹羽長秀・長重
天正元年（1573）
～天正15年（1587）

浅野長政など
天正15年（1587）
～慶長5年（1600）

国
主
の
変
遷

越前国

若狭国

朝倉義景画像（心月寺蔵）

朝倉孝景画像（心月寺蔵）

表紙／「姉川合戦図屏風（一部）」（福井県立歴史博物館蔵）

朝倉館模型（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館蔵）

1450 1400150015501600
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戦
国
の
城
と
し
て
、
今
も
そ
の
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
乗
谷（
福
井
市
城
戸
ノ
内
）で
は
、
当
主
が
生
活
の
拠
点
と

し
た
城
＝「
館
」を
中
心
に
、
家
臣
た
ち
の
住
ま
い
、
寺
院
、

町
屋
な
ど
が
建
ち
並
び
、
1
万
人
が
暮
ら
し
て
い
た
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
当
主
の
館
の
背
後
に
は
、
有
事
に
備
え
た
詰
城
＝

「
山
城
」が
整
備
さ
れ
、
城
下
町
の
周
囲
の
山
々
の
山
上
に
、

防
衛
拠
点
・
支
城
が
築
か
れ
て
い
た
。
城
下
町
の
外
に
は
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
商
業
地
が
あ
り
、
当
時
こ
の
一
乗
谷

一
帯
は
全
国
有
数
の
大
都
市
で
あ
っ
た
。

一乗谷復元画 （現代 個人蔵）

朝
倉
氏
の
５
代
１
０
３
年
は

統
治
・
防
衛
に
優
れ
た

城
下
町
と
と
も
に
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南
北
朝
の
動
乱
期
、
但
馬
国（
兵
庫
県
）か
ら

斯
波
高
経
に
従
い
越
前
に
入
国
し
た
朝
倉
広
景

が
南
朝
方
の
新
田
義
貞
と
の
戦
い
で
功
を
挙
げ
、

こ
の
地
を
与
え
ら
れ
築
城
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
城
跡
か
ら
は
五
輪
塔
が
何
基
か
発
見
さ
れ

て
お
り
、
一
乗
谷
へ
拠
点
を
移
す
ま
で
の
約

1
3
0
年
間
、
朝
倉
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

応仁の乱の様子を描いた「真如堂縁起絵巻」 （真正極楽寺蔵）

応
仁
の
乱
で
台
頭
し
た

朝
倉
孝
景

遺跡出土品として日本最古
のヴェネチアンガラスの破片
からできた復元品・ゴブレット　一乗城山には、「黄金千ばい、朱が千ばい」が「朝

日もささず、夕日もささず、白いヤドメの下にある」という
言い伝えがある。その昔、それを聞きつけた黄金探しの
人たちが掘ったという穴が今も残っているそうだ。
　また、山頂近くの千畳敷(せんじょうじき)の下には、
「不動清水(ふどうしょうず)」として地元に親しまれてい
る湧き水がある。その横には不動尊の石仏が安置さ
れているが、いつも草ぼうぼう。しかし草を刈ったりする
と大雨になると言われているので、一雨欲しい時には、
お百姓さんたちは城山に登り、掃除をするそうだ。

　江戸時代に入り、越前朝倉氏最後の当主・義景の
館跡には、朝倉家の菩提を弔うため、義景の法名を
とって名付けられた松雲院が建立された。当時の山
門・唐門が今も残っているが、山門の表には朝倉家の
家紋「三つ木瓜」、裏には義景の裏紋と言われる「五
三の桐」が彫られて
いる。このため、地元
の人々の間では、桐を
家紋とする豊臣秀吉
が建立した門と伝えら
れている。

一乗谷城
（福井市城戸ノ内）

　千畳敷(せんじょうじき)、観音屋敷、月見櫓など
の方形区画群、一の丸、二の丸、三の丸という連
続曲輪群などが地形を利用して造られ、広範囲
にわたって配置されている。空堀、堀切、土塁の
ほか、信長の進攻に備えて築かれたと言われる約
１４０条の畝状竪堀(うねじょうたてぼり)が要所に
築かれ、防御に優れた堅固な城であったとされる。
天正元年(１５７３)朝倉氏滅亡により、当城での
戦闘無くして廃城となった。

城
№2

山城中腹にある
「不動清水」

一乗谷朝倉氏遺跡
朝倉義景館跡の唐門

いち　じょう　だに

大黒丸城跡（福井市三宅町）

大
黒
丸
城

（
福
井
市
三
宅
町
・
黒
丸
城
町
）

城
№１

お
お
　
く
ろ
　
ま
る

　

5
5
0
年
前
に
勃
発
し
、
戦
国
時
代

へ
の
転
換
点
と
な
っ
た
大
乱
・
応
仁
の
乱
。

越
前
朝
倉
氏
1
0
3
年
の
礎
を
築
い
た

朝
倉
孝
景
は
こ
の
大
乱
で
最
も
恐
れ
ら

れ
、
こ
れ
を
機
に
戦
国
大
名
と
し
て
名

を
あ
げ
た
。

　

朝
倉
孝
景
は
、
正
長
元
年（
1
4
2
8
）、

越
前
守
護（
国
単
位
で
設
置
さ
れ
た
軍
事
指

揮
官
、
行
政
官
）で
あ
っ
た
斯
波（
し
ば
）

氏
の
家
臣
で
あ
る
朝
倉
家
景
の
子
と
し
て

生
ま
れ
た
。
幼
い
頃
か
ら
才
知
に
優
れ
、

あ
る
時
、
都
大
路
を
進
ん
で
い
た
室
町
幕

府
6
代
将
軍
足
利
義
教
が
、
道
端
に
い
た

幼
少
の
孝
景
を
一
目
見
て〝
ま
さ
に
英
傑
の

相
〞と
感
嘆
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

応
仁
元
年（
1
4
6
7
）、
守
護
の
細
川

勝
元
と
山
名
宗
全
の
二
大
勢
力
が
衝
突
。

こ
れ
に
斯
波
氏
の
内
紛
や
将
軍
家
の
跡
目

争
い
な
ど
が
複
雑
に
か
ら
み
、
大
乱
に
発

展
し
た
。
世
に
言
う
応
仁
の
乱
で
あ
る
。

細
川
方
は
東
軍
、
山
名
方
は
西
軍
と
呼
ば

れ
、
孝
景
は
斯
波
義
廉（
よ
し
か
ど
）の
家

臣
と
し
て
西
軍
に
属
し
た
。
孝
景
は
京
都

で
の
御
霊
合
戦
や
相
国
寺
の
戦
い
な
ど
に

参
戦
し
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
る
。

東
軍
の
副
将
・
武
田
信
賢（
の
ぶ
か
た
・
若

狭
国
守
護
）の
軍
勢
を
襲
撃
し
た
際
に
は
、

討
ち
取
っ
た
24
の
首
の
前
で
宴
会
を
開
き
、

〝
こ
の
24
の
首
は
、
山
名
宗
全
に
見
せ
る
た

め
置
い
た
も
の
だ
〞と
語
っ
た
と
言
わ
れ
、

そ
の
豪
胆
さ
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
年

6
月
、
足
利
義
政
が
西
軍
の
追
討
令
を
出

し
た
際
に
は
、
義
廉
が
降
伏
す
る
条
件
と

し
て
孝
景
の
首
を
要
求
す
る
ほ
ど
、
孝
景

は
東
軍
に
と
っ
て
恐
る
べ
き
存
在
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
孝
景
に
対
し
て
、
幕

府
の
伊
勢
貞
親（
さ
だ
ち
か
）ら
に
よ
る
東

軍
へ
の
勧
誘
工
作
が
な
さ
れ
た
。
文
明
3

年（
1
4
7
1
）5
月
、
孝
景
へ〝
越
前
国

守
護
職
の
こ
と
は
、
孝
景
の
希
望
ど
お
り

に
す
る
〞と
記
載
さ
れ
た
御
内
書
と〝
御
判

（
守
護
職
補
任
）が
発
給
さ
れ
る
よ
う
取
り

計
ら
う
〞と
い
う
細
川
勝
元
の
書
状
が
届
く
。

こ
の
御
内
書
の
発
給
に
よ
り
、
孝
景
は
寝

返
り
を
決
断
。
翌
月
、
孝
景
の
嫡
子
朝
倉

氏
景
の
東
軍
へ
の
寝
返
り
が
明
ら
か
に
な

り
、
そ
の
寝
返
り
に
呼
応
し
て
孝
景
は
越

前
国
へ
出
陣
し
た
。

　

下
克
上
の
先
駆
者
と
も
言
わ
れ
る
朝
倉

孝
景
。
越
前
国
の
掌
握
を
進
め
、
一
乗
谷

に
城
を
構
え
る
な
ど
、
国
主
と
し
て
の
施

策
の
積
み
重
ね
が
そ
の
礎
を
築
い
て
い
っ

た
。
そ
の
心
構
え
は「
朝
倉
孝
景
条
々
」（
領

国
支
配
の
基
本
と
し
た
も
の
）と
し
て
今
に

伝
わ
っ
て
い
る
。

　

日
本
全
体
各
地
で
領
地
を
奪
い
合
い
、

戦
い
を
繰
り
返
し
て
い
た
戦
国
時
代
。
軍

資
金
が
不
足
し
な
い
よ
う
、
こ
の
頃
、
領

地
経
営
以
外
に
も
武
田
氏
の
黒
川
金
山
、

毛
利
氏
の
石
見
銀
山
、
上
杉
氏
の
佐
渡
金

山
と
い
っ
た
鉱
山
支
配
、
織
田
氏
の
堺
、

島
津
氏
の
南
蛮
貿
易
と
い
っ
た
商
業
地
支

配
な
ど
、
各
国
に
お
い
て
独
自
の
経
済
対

策
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

朝
倉
氏
も
一
乗
谷
の
近
辺
の
金
山
を
支

配
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
か
ら
は
、
金
を
板
状
に
延
ば
し
た
蛭

藻
金（
ひ
る
も
き
ん
）や
金
の
製
品
、
金
を

熔
解
す
る
坩
堝（
る
つ
ぼ
）な
ど
の
道
具
が

出
土
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
工
房
の
跡
や
ガ

ラ
ス
溶
融
ガ
ラ
ス
片
、
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
も

発
見
さ
れ
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
最
先

端
の
技
術
を
持
ち
、
経
済
的
に
も
豊
か
な

国
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

朝
倉
氏
は
永
正
3
年（
1
5
0
6
）、
朝

廷
絵
師
の
土
佐
光
信
に
京
を
描
か
せ
て
都

の
景
観
を
手
本
と
し
、
一
乗
谷
に
自
ら
が

理
想
と
す
る
都
市
を
建
設
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
朝
倉
氏
が
こ
の「
洛
中
洛
外
図
」

を
求
め
た
の
は
、
京
の
文
化
都
市
を
手
本

に
一
乗
谷
に
都
市
建
設
を
行
う
と
と
も
に
、

文
化
に
よ
る
統
治
を
目
指
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
乗
谷
に
は
、
京
の
戦
乱
か
ら
逃
れ
て

き
た
、
大
勢
の
公
家
や
文
化
人
が
い
た
。

こ
う
し
た
者
た
ち
か
ら
優
れ
た
学
術
、
芸

術
を
吸
収
し
、
す
で
に
廃
れ
て
い
た
武
家

文
化
を
一
乗
谷
で
復
興
す
る
こ
と
が
、
理

想
の
都
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
朝
倉
氏

代
々
の
功
績
を
受
け
継
ぎ
、
5
代
義
景
の

頃
の
一
乗
谷
は
、
近
隣
諸
国
に
比
べ
安
定

し
て
一
大
文
化
圏
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、

「
義
景
の
殿
は
聖
人
君
子
の
道
を
行
い
、

国
も
よ
く
治
ま
っ
て
い
る
。
羨
ま
し
い
限

り
で
あ
る
」と
讃
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

越
前
朝
倉
氏
が
築
い
た
理
想
郷
一
乗
谷

「紙本著色洛中洛外図屏風」〈歴博甲本〉(国立歴
史民俗博物館蔵)
中央が細川官領邸。一乗谷の朝倉義景の館は、
この館にならって築造したと言われている

遺跡出土の
金製目貫

(福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館蔵)

城山に眠る黄金！？伝

唐門の謎伝
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「職人尽歌合（七十一番職人歌合）」
（模本）部分
作／狩野晴川（模）、狩野勝川（模）
東京国立博物館蔵
ⒸImage:TMN Image Archives

朝
倉
家
の
盛
威
を
高
め
た

軍
奉
行
朝
倉
宗
滴信長・秀吉・家康との激戦の舞台となった

九頭竜川のほとりに残る
石碑（福井市中角町）

　
一
乗
谷
の
ほ
か
、
各
地
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
職
人
が
存
在
し
た
。
い
く
つ
か
の

村
名
や
字
名
に
、
そ
の
由
来
が
偲
ば
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
在
の
福
井
県
南

越
前
町
鋳
物
師（
い
も
の
し
）に
は
、

5
0
0
年
以
上
前
、
こ
の
地
の
不
動
山

に
金
山
が
あ
り
、
鋳
物
師
が
多
数
移
住

し
て
き
て
大
い
に
繁
盛
し
た
こ
と
か
ら

村
名
に
し
た
と
伝
わ
る
。
ま
た
、
美
浜

町
新
庄
に
も
木
地
師
・
轆
轤
師（
ろ
く
ろ

し
）な
ど
が
信
長
や
秀
吉
か
ら
免
状
を
も

ら
い
、
こ
の
地
の
山
中
奥
に
居
住
し
た

と
伝
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
在
地
の
村

人
た
ち
に
と
っ
て
轆
轤
と
い
う
道
具
は

珍
し
く
、「
お
軸
様
」と
呼
ん
で
大
切
に

扱
っ
て
い
た
と
言
い
、
今
も
ロ
ク
ロ
と

い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
通
称「
軸
屋
」

と
い
う
屋
号
を
持
つ
家
も
あ
る
そ
う
だ
。

金ヶ崎城
（敦賀市金ヶ崎町）

　文明4年（1472）、敦賀郡を支配した朝倉景冬
から、宗滴をはじめとする歴代敦賀郡司の敦賀統
治の拠点になった城。元亀元年(１５７０)４月、信長
が越前侵攻のため敦賀に進駐し、妙顕寺(敦賀
市)を本陣として、金ヶ崎城とその峰続きの天筒山
城の朝倉軍に猛攻撃を開始。背後の防備が手薄
なところを狙われ朝倉軍は敗退。金ヶ崎城と天筒
山城は、信長に明け渡すこととなった。しかし、信長
はまもなく浅井軍の動きを知り、撤退することとなる。

城
№3

かね　が　 さき 　
文
明
9
年（
1
4
7
7
）、
越
前
朝
倉
初

代
孝
景
の
末
子
に
生
ま
れ
た
朝
倉
宗
滴
。

3
代
貞
景
か
ら
5
代
義
景
ま
で
3
代
に
わ

た
り
、
越
前
朝
倉
氏
の
軍
奉
行
と
し
て
朝

倉
軍
を
率
い
、
各
地
を
転
戦
し
数
々
の
武

勲
を
立
て
、
朝
倉
家
の
隆
盛
を
支
え
た
。

　
文
亀
3
年（
1
5
0
3
）、
主
家
に
対
し

下
剋
上
を
企
ん
で
い
た
敦
賀
郡
司
・
朝
倉

景
豊
は
、
縁
者
に
あ
た
る
宗
滴
に
謀
叛
に

加
わ
る
よ
う
誘
う
が
、
こ
れ
に
対
し
宗
滴

は「
例
え
多
く
の
怨
念
が
あ
っ
て
も
当
主

を
裏
切
る
べ
き
で
は
な
い
」と
考
え
、
3

代
貞
景
に
通
報
し
た
と
い
う
。
宗
滴
は
、

そ
の
恩
賞
と
し
て
敦
賀
郡
司
に
任
命
さ
れ
、

敦
賀
の
金
ヶ
崎
城
を
拠
点
と
し
て
こ
の
地

を
治
め
る
と
と
も
に
、
一
族
の
重
鎮
と

な
っ
て
朝
倉
氏
を
支
え
る
存
在
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
永
正
3
年（
1
5
0
6
）の
加
賀
一
向

一
揆
と
の
九
頭
竜
川
で
の
激
戦
を
は
じ
め
、

永
正
14
年（
1
5
1
7
）、
若
狭
国
主
武
田

氏
の
援
軍
と
し
て
の
若
狭
・
丹
後
国
の
反

乱
鎮
圧
、
大
永
7
年（
1
5
2
7
）足
利

将
軍
の
要
請
に
よ
り
上
洛
し
三
好
勢
ら
と

戦
っ
た
川
勝
寺
口
の
戦
い
な
ど
、
総
大

将
・
宗
滴
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
朝
倉
家
の

中
央
で
の
地
位
は
盤
石
な
も
の
と
な
っ
て

い
っ
た
。

　
最
後
の
戦
い
と
な
っ
た
の
が
、
天
文
24

年（
1
5
5
5
）7
月
に
越
後
国
の
長
尾

景
虎（
後
の
上
杉
謙
信
）に
呼
応
し
て
出

陣
し
た
加
賀
一
向
一
揆
と
の
戦
い
。
陣
中

で
病
に
倒
れ
、
一
族
の
景
隆
に
任
せ
て
一

乗
谷
に
帰
還
し
た
も
の
の
、
そ
の
年
の
9

月
8
日
に
一
乗
谷
に
て
亡
く
な
っ
た
。

　
宗
滴
亡
き
後
、
加
賀
一
向
一
揆
は
、
越

前
に
侵
入
し
各
地
を
焼
き
払
う
。
朝
倉
家

は
、
幕
府
の
仲
介
に
よ
り
一
揆
衆
と
和
睦

し
た
が
、
朝
倉
氏
一
族
や
家
臣
の
内
紛
、

一
向
一
揆
衆
や
周
辺
諸
国
の
攻
撃
な
ど
も

あ
り
衰
退
を
辿
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
宗
滴
の
言
葉
を
残
し
た『
朝
倉
宗
滴
話

記
』に
は
、「
天
下
を
取
り
、
御
屋
形
様

（
朝
倉
義
景
）を
上
京
さ
せ
る
た
め
の
策
謀

略
を
さ
ま
ざ
ま
に
思
案
す
る
間
に
夜
を
明

か
し
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
義
景
を
奉

じ
て
天
下
に
君
臨
し
よ
う
と
い
う
信
念
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
79
年
間
の
生
涯
を
閉

じ
る
そ
の
時
ま
で
朝
倉
家
を
盛
り
立
て
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

豊
か
な
文
化
を
育
ん
だ
も
の
づ
く
り
の
城

　
戦
国
時
代
、
越
前
に
高
度
な
技
術
を
持

つ
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
が
存
在
し
た
こ
と
は
、

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
出
土
の
工
房
跡
や
豊

富
な
道
具
、
製
品
類
な
ど
か
ら
知
ら
れ
て

い
る
。
一
乗
谷
で
は
朝
倉
氏
の
お
抱
え
職

人
と
し
て
、
金
や
ガ
ラ
ス
製
品
を
製
造
す

る
当
時
の
先
端
技
術
を
持
つ
職
人
が
存
在

し
た
と
い
う
。

　
室
町
時
代
後
期
に
制
作
さ
れ
た『
七
十

一
番
職
人
歌
合
』に
は
1
4
2
種
類
の
職

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
人
が
各
地
の
需
要
拡
大
に
応
じ
て
定

着
し
て
い
た
。
織
田
庄（
越
前
町
）な
ど

で
の
紺
屋（
紺
掻
き
）、
酒
や
味
噌
作
り
を

支
え
る
麹
座（
各
地
）、
綿
や
絹
な
ど
の
機

織（
越
前
を
中
心
に
各
地
）、
越
前
焼
の
陶

工（
丹
生
郡
平
等
村（
越
前
町
））、
檜
物
師

（
木
製
品
加
工
）、
漆
器
づ
く
り
を
行
う
木

地
師
・
轆
轤
師
・
塗
師
、
永
平
寺
門
前
で

の
門
前
大
工
、
紙
漉
き
職
人
と
紙
座（
今

立
郡
大
滝
神
郷（
越
前
市
）な
ど
）、
鎌
・

鍬
・
釘
の
鍛
冶
師（
大
野
郡
鍛
冶
惣
中（
大

野
市
））、
鋳
物
師
、
刀
工
や
研
師
、
暖
房

器
具
や
調
度
品
、
調
理
加
工
に
用
い
る
日

常
生
活
用
具
か
ら
石
仏
・
石
塔
づ
く
り
の

石
工
、
馬
借（
越
前
海
岸
沿
い
、
南
条
郡

河
野
・
今
泉
両
浦
）、
若
狭
の
浦
の
廻
船

人
、
敦
賀
郡（
敦
賀
市
）の
川
舟
座
な
ど
、

多
種
多
様
な
職
人
が
求
め
に
応
じ
て
存
在

し
た
。

　
そ
も
そ
も
職
人
は
古
代
か
ら
存
在
し
、

奈
良
時
代
か
ら
役
所
の
工
房
や
大
寺
院
に

従
属
し
て
も
の
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
頃
は
、
技
術
と
と
も
に
大
陸
か
ら
流

入
し
た
人
た
ち
が
多
く
、
農
業
を
営
み
な

が
ら
小
さ
な
需
要
に
応
え
て
い
た
。
平
安

時
代
後
期
に
な
る
と
、
各
地
の
国
府
お
よ

び
そ
の
近
辺
で
定
期
的
に
市
が
開
か
れ
、

商
業
が
発
展
。
新
た
な
需
要
に
応
じ
て
職

人
が
諸
国
を
巡
り
各
地
で
製
品
を
作
り
、

市
で
売
買
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
や
が
て
職
人
た
ち
が
重
用
さ
れ
、「
神

人（
じ
ん
に
ん
・
神
社
に
従
属
す
る
商
人
）」

「
寄
人（
よ
り
う
ど
・
荘
園
に
従
属
す
る
手

工
業
者
、
職
能
者
）」な
ど
と
呼
び
、
貴
族

や
寺
社
の
庇
護
を
受
け
た
。
対
し
て
朝
廷

側
で
は「
供
御
人（
く
ご
に
ん
・
朝
廷
に
従

属
す
る
商
人
、
手
工
業
者
、
職
能
者
）」と

呼
び
、
特
権
を
与
え
て
流
出
を
食
い
止
め

よ
う
と
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
各

地
に「
座
」と
い
う
自
治
組
織
を
結
成
し

始
め
、
独
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
中
世
後
期
に
は
、
戦
国
大
名
朝
倉
氏
、

若
狭
武
田
氏
な
ど
各
国
の
支
配
者
や
有
力

寺
社
と
結
び
付
き
、
専
売
特
許
を
得
る
者

も
い
る
な
ど
、
国
主
に
よ
る
自
国
産
業
の

保
護
政
策
等
に
乗
じ
て
国
内
産
業
が
発
展
、

座
商
人
が
広
く
活
躍
し
た
。

紺屋
（紺掻き）　

紙漉き職人　　

「鷲鷹図屏風」（左隻／円立寺蔵）
戦国武将の間で「鷹」は贈答品としても大変好まれた。宗滴は鷹に関する調教、飼育技術を
研究し、当時では唯一、鷹の人工飼育に成功した人物とも言われている

鍛治や
　 研師

　永正３年(１５０６)７月、加賀一向一揆勢総数30万に
対して、朝倉宗滴を総大将としたわずか1万騎ほどの軍
が応戦。九頭竜川を挟んで対峙した後、宗滴は、「敵の
大軍に味方の小勢、待つよりも打って出るべし」と、８月
５日の夜、総大将自ら約３千の兵とともに川を渡り、敵

陣に奇襲を仕掛けた。
不意をつかれた一揆
勢はたちまち総崩れと
なり退却、朝倉軍の大
勝利となった。

宗滴大勝利！！伝

職
人
た
ち
の
痕
跡

伝
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「前田利家画像」（部分）（開禅寺蔵）

元
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
副
館
長 

佐
藤
圭
氏

コ
ラ
ム朝

倉
家 

家
臣
団
の
行
方

　

戦
国
大
名
の
家
臣
団
は
、
当
主
の
一

族
・
一
門
、
重
臣
、
譜
代
、
外
様
な
ど
に

分
類
さ
れ
、
朝
倉
氏
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
同

名
衆
、
年
寄
衆
、
内
衆
、
国
衆
な
ど
と

い
っ
た
。

　

天
正
元
年（
1
5
7
3
）8
月
、
朝
倉

義
景
が
敗
北
し
て
滅
び
て
も
、
一
族
・
重

臣
の
か
な
り
の
部
分
が
織
田
信
長
方
に
降

参
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
越
前
一
揆
に
よ
り
各
個
撃
破
さ
れ
、
越

前
国
は
本
願
寺
の
支
配
下
と
な
る
が
、
再

び
信
長
に
よ
り
武
力
制
圧
さ
れ
、
織
田
政

権
の
北
陸
進
攻
の
拠
点
と
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
な
か
で
信
長
と
そ
の
部
下
に
従
属
し

た
朝
倉
氏
旧
臣
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
越
前
を
脱
出
し
て
朝
倉
氏
再
興

を
計
っ
た
同
名
衆
も
あ
り
、
朝
倉
修
理
亮

景
嘉
は
越
後
国（
新
潟
県
）の
上
杉
謙
信

を
頼
っ
て
下
向
し
、
朝
倉
宮
増
丸
は
備
後

国
鞆（
と
も
）（
広
島
県
福
山
市
）に
滞
在

す
る
将
軍
足
利
義
昭
の
も
と
に
書
状
を

送
っ
て
毛
利
氏
の
助
力
に
よ
る
朝
倉
氏
再

興
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
同

名
衆
に
よ
る
朝
倉
氏
再
興
策
は
こ
と
ご
と

く
失
敗
し
、
同
名
衆
の
末
席
に
連
な
る
溝

江
氏
だ
け
が
越
前
の
豊
臣
大
名
と
し
て
存

続
し
た
。

　

朝
倉
時
代
末
期
の
年
寄
衆
は
、
前
波
・

魚
住
・
桜
井
・
青
木
・
栂
野
・
詫
美
・
山
崎

の
七
家
あ
っ
た
。

　

前
波
氏
は
一
乗
谷
の
北
に
隣
接
す
る
前

波
の
地
を
名
字
と
す
る
譜
代
筆
頭
の
重
臣

で
、
義
景
滅
亡
後
に
前
波
長
俊
は
越
前
の

守
護
代
と
な
っ
た
。
一
揆
に
よ
り
一
家
が

殺
さ
れ
た
後
、
同
族
の
前
波
了
実
坊
盛
舜

と
い
う
人
物
が
信
長
の
誘
い
を
受
け
て
い

る
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
は
わ
か
ら

な
い
。
前
波
半
入
は
秀
吉
の
御
咄
衆（
お

と
ぎ
し
ゅ
う
、
側
近
）と
な
り
、
そ
の
家

は
江
戸
幕
府
の
幕
臣
に
な
っ
た
。

　

魚
住
氏
は
も
と
播
磨
国（
兵
庫
県
）出

身
で
初
代
孝
景
に
属
し
た
。
前
波
長
俊
を

滅
ぼ
し
た
富
田
長
繁
に
謀
殺
さ
れ
て
滅
び

た
と
さ
れ
る
。

　

栂
野
氏
は
一
乗
谷
の
北
西
約
6
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
栂
野
の
地
を
名
字

と
す
る
地
侍
で
、
朝
倉
氏
滅
亡
後
に
前
田

利
長
の
臣
と
な
る
栂
大
学
は
栂
野
氏
の
可

能
性
が
あ
る
。
後
に
同
家
は
出
羽
国
庄
内

藩（
山
形
県
鶴
岡
市
）酒
井
家
の
臣
と
な
り
、

出
羽
松
山
藩（
山
形
県
酒
田
市
）の
家
老

に
な
っ
た
。

　

詫
美
氏
は
室
町
期
の
斯
波
氏
被
官
詫
美

氏
と
関
係
す
る
と
み
ら
れ
、
尾
張
の
詫
美

（
愛
知
県
一
宮
市
）を
名
字
の
地
と
す
る
。

滅
亡
後
の
動
向
は
未
詳
。

　

山
崎
氏
は
、
村
上
源
氏
で
赤
松
氏
の
末

裔
、
山
城
国
山
崎（
京
都
府
乙
訓
郡
）に

居
し
て
名
字
と
し
た
と
い
う
。
朝
倉
氏
が

織
田
信
長
勢
に
よ
っ
て
大
敗
し
た
刀
根
山

合
戦（
1
5
7
2
）で
討
死
し
た
山
崎
吉

延
の
嫡
子
長
徳
は
、
そ
の
後
、
明
智
光
秀
、

保
田
安
政（
柴
田
勝
家
の
甥
）の
臣
と
な
り
、

賤
ヶ
岳
合
戦（
1
5
8
3
）後
、
加
賀
松

任
城
主
前
田
利
長
に
召
し
出
さ
れ
て
、
以

後
軍
功
を
上
げ
、
後
に
加
賀
藩（
石
川
県
）

の
家
老
と
な
り
、
最
後
は
大
坂
の
陣

（
1
6
1
4
〜
1
6
1
5
）ま
で
活
躍
し
た
。

こ
の
山
崎
氏
は
加
賀
藩
や
そ
の
支
藩
の
大

聖
寺
藩（
石
川
県
加
賀
市
）の
重
臣
と
し

て
続
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
朝
倉
義
景
滅
亡
後
、
江

戸
時
代
に
至
っ
て
旧
朝
倉
氏
重
臣
は
越
前

に
居
残
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
天
地
を
求

め
て
転
出
し
た
。

　

し
か
し
、
越
前
の
在
地
に
は
朝
倉
時
代

の
家
臣
文
書
を
伝
え
た
家
が
若
干
だ
が
存

在
す
る
。

　

足
羽
郡
北
山
村（
福
井
市
東
部
）で
福

井
藩
の
組
頭（
大
庄
屋
）を
勤
め
た
諏
訪

家
は
朝
倉
氏
の
内
衆
諏
訪
神
氏
の
文
書
を

伝
え
て
い
た
。

　

朝
倉
氏
の
同
族
三
崎
氏
を
祖
と
す
る
三

崎
玉
雲
家
は
、
朝
倉
氏
の
内
衆
笠
松
氏
の

文
書
6
点
を
伝
え
た
。
笠
松
氏
の
名
字
の

地
は
一
乗
谷
の
東
北
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
永
平
寺
の
東
の
山「
傘
松
」

と
み
ら
れ
る
。
初
代
孝
景
・
貞
景
・
4
代

孝
景
の
書
状
や
判
物
が
あ
り（
福
井
県
立

歴
史
博
物
館
蔵
）、
福
井
県
立
一
乗
谷
朝

倉
氏
遺
跡
資
料
館
蔵
の『
鳥
居
文
書
』と

並
ぶ
、
現
存
す
る
朝
倉
氏
家
臣
文
書
の
稀

有
の
例
で
あ
る
。
笠
松
氏
の
文
書
が
な
ぜ

三
崎
家
に
伝
わ
っ
た
の
か
知
ら
れ
な
い
が
、

三
崎
家
は
も
と
一
乗
谷
に
あ
っ
た
安
養
寺

の
筆
頭
の
檀
家
で
、
江
戸
時
代
も
医
薬
を

業
と
し
て
福
井
に
居
し
た
。
両
者
の
接
点

が
こ
の
地
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
同
じ
く
大
庄
屋
を
勤
め
た
福
井

市
合
谷
町
の
片
岡
五
郎
兵
衛
家
に
は
新
開

氏
の
文
書
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
朝
倉
義

景
・
柴
田
勝
家
・
堀
秀
治
ら
の
感
状
や
判

物
な
ど
が
6
点
残
っ
て
い
る
。
新
開
は
一

乗
谷
の
西
方
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
名
で
、

こ
こ
を
名
字
と
す
る
地
侍
が
織
豊
期
も
越

前
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
片
岡
家
は
そ

の
末
裔
と
伝
え
ら
れ
、
朝
倉
氏
家
臣
の
家

が
江
戸
時
代
も
在
地
で
存
続
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、
越
前
国
居
倉
浦（
福
井
市
越

廼
）の
刀
祢（
と
ね
・
河
川
や
港
浦
を
仕
切

る
者
）を
務
め
た
山
本
氏
の
文
書
が
残
っ

て
お
り
、
朝
倉
氏
景
や
貞
景
の
書
状
の
原

本
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
明
ら
か
に
江
戸

時
代
も
越
前
に
存
続
し
た
と
い
え
る
。

　

最
後
に
江
戸
時
代
福
井
藩
松
平
氏
に
起

用
さ
れ
た
朝
倉
氏
旧
臣
も
あ
る
。
一
例
を

挙
げ
る
と
藩
祖
結
城
秀
康
に
召
し
出
さ
れ

た
岸
家
は
、
も
と
朝
倉
氏
の
臣
で
鷹
匠
を

務
め
て
数
代
蟇
目
村（
福
井
市
引
目
町
）

に
住
し
、
朝
倉
氏
の
判
物
や
信
長
朱
印
状
、

柴
田
勝
家
・
丹
羽
長
秀
・
同
長
重
・
長
谷

川
秀
一
等
の
歴
代
の
判
物
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
朝
倉
氏
の
家
臣
団
の

か
な
り
の
部
分
は
、
や
は
り
越
前
の
在
地

に
居
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
め
ま

ぐ
る
し
く
代
わ
る
織
豊
期
の
領
主
の
も
と

で
武
士
と
し
て
の
立
場
を
維
持
し
え
た
も

の
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
福
井
藩
も
給
人

を
現
地
採
用
す
る
例
は
少
な
く
、
越
前
の

朝
倉
氏
旧
臣
た
ち
は
大
庄
屋
な
ど
を
務
め

る
有
力
農
民
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
。

　

な
お
、
江
戸
時
代
、
加
賀（
石
川
県
南

部
）・
能
登（
石
川
県
北
部
）・
越
中（
富
山

県
）三
か
国
を
領
し
た
加
賀
藩
前
田
家
で

は
、
家
臣
団
の
中
核
と
し
て
朝
倉
氏
の
旧

臣
が
採
用
さ
れ
た
。

　

前
田
利
家
・
利
長
は
、
天
正
3
年

（
1
5
7
5
）の
越
前
府
中
城
3
万
3
千
石

当
主
の
一
族
・
一
門
、
重
臣
、
譜
代（
数
代
に
亘
っ

て
主
家
に
仕
え
る
）、
外
様（
前
者
に
比
べ
て
疎
遠

に
あ
る
家
臣
）

家
臣
団
の
主
な
分
類

朝
倉
家
家
臣
団
の
主
な
分
類

□
同
名
衆…

同
じ
名
字
を
持
ち
、

　
　
　
　
　
　
行
動
を
と
も
に
し
た
一
族

□
年
寄
衆…

政
務
の
中
心
に
位
置
す
る
者

□
内
衆…

…
 

直
属
の
家
臣

□
国
衆…

…
 

土
豪

か
ら
、
関
ケ
原
の
戦
い
後
の
慶
長
5
年

（
1
6
0
0
）に
は
三
か
国
で
1
2
0
万
石

の
大
大
名
と
な
り
、
25
年
間
で
領
知
を

飛
躍
的
に
拡
大
。
そ
の
必
要
か
ら
、
実

務
経
験
に
豊
富
な
朝
倉
氏
遺
臣
が
求
め

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
千

石
以
上
の
知
行
取
は
、
藩
主
と
の
縁
戚

関
係
や
山
崎
長
門（
閑
斎
）1
万
5
千
石

な
ど
特
別
の
軍
功
が
あ
っ
た
者
に
限
ら

　
伝
承
に
よ
れ
ば
、
戦
国
時
代
に
朝
倉

氏
一
族
が
戦
乱
を
避
け
越
前
国
か
ら
船

で
逃
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
荒
天
で
難
破

し
た
が
、
岸
か
ら
鶏
の
鳴
き
声
を
頼
り

に
現
在
の
新
潟
県
新
潟
市
角
田
岬
に
漂

着
し
た
。
こ
れ
が
越
前
浜
の
由
来
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ

の
地
を
拓
い
た
先
人
た
ち
に
と
っ
て
、

鶏
は
命
の
守
り
神
と
し
て
の
存
在
と

な
っ
た
。
や
が
て
鶏
を
祭
神
と
し
た「
鳥

之
子
神
明
社
」を
建
て
崇
敬
す
る
。
こ
の

地
の
人
々
は
1
9
4
5
年
代
の
戦
後
ま

で
鶏
肉
、
鶏
卵
を
食
絶
ち
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
こ
の
集
落
に
は
、
越
前
国
の

西
光
寺
の
6
代
目
住
職
・
性
誓
に
よ
っ
て

慶
長
8
年（
1
6
0
3
）開
基
さ
れ
た「
西

遊
寺
」が
あ
り
、
越
前
朝
倉
氏
と
の
ゆ
か

り
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
伝
承
で
は
、

天
正
元
年（
1
5
7
3
）に
灰
塵
に
帰
し

た
一
乗
谷
か
ら
逃
れ
た
が
、
途
中
で
殺

害
さ
れ
た
と
さ
れ
る
愛
王
丸（
朝
倉
義
景

の
子
）が
生
き
延
び
て
、
こ
の
西
遊
寺
の

初
代
住
職
・
永
尊
師
に
な
っ
た
と
さ
れ
、

開
拓
し
た
先
人
の
苦
労
と
と
も
に
語
り

継
が
れ
て
い
る
。

れ
、
多
く
は
1
0
0
石
か
ら
3
0
0
石
程

度
の
小
禄
で
あ
っ
た
。

　

前
田
家
は
江
戸
時
代
改
易
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
続
き
、
召
し
抱
え
ら
れ
た
朝
倉
氏

旧
臣
た
ち
の
子
孫
と
と
も
に
存
続
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

〝
越
前
浜
〞と
い
う

　
　

 

地
名
の
由
来

伝
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　朝倉孝景の重臣として活躍した堀江景経の妻は、雲上の落胤
で世間では龍女と称した。ある日、「懐妊したので、新しい産所を建
てて欲しい」と言うので、景経は妻のため、望み通りの産所を建て
た。妻は、「男子が生まれたら、家伝の『霞の旗』を母の記念に見せ
てほしい。この『霞の旗』をさして戦えばどんな強敵に向かっても勝
利できる」と言い、大蛇の目8つ付いた旗を景経に渡し、さて、いよ
いよ妻が産所に入ることになった。妻は、産所には人を遠ざけ、人
の音も近づけてはならぬと言い、産所に籠もってしまった。景経は、
あまりに待ちかねて、密かに中を見てしまった。すると中には、目は日
月、鱗は星のように輝く大蛇がおり、鉄の角を振りたて、赤い舌を出
し赤子の鱗をなめ落としていた。大蛇は、大いに怒り、産所を打ち
破って消えていった。あとには玉のような男の子がおり、脇下には3
枚の鱗があった。この子は成長して堀江景用と名乗った。これより
堀江家を継ぐ者には必ず鱗が3つあったという。この伝説とともに、
堀江氏の菩提寺である龍雲寺に残る地蔵の下には、龍女の櫛・
笄（こうがい）が埋められているという伝説がある。

　真柄十郎左衛門の「太郎太刀」を製作し
たとされる、越前の刀匠・千代鶴国安を祀る
千代鶴神社（越前市京町2丁目）。千代鶴は、
越前鎌の製作技術を発明し、地域の鍛冶屋
に伝授したことから、「越前打刃物（国の伝統
的工芸品の指定）」の祖とされている。

朝
倉
氏
を
支
え
た 

名
族 

溝
江
氏
と
堀
江
氏

「姉川合戦図屏風（一部）」（福井県立歴史博物館蔵）
匂坂式部に対し、大太刀を振りかざす朝倉家臣・真柄十郎左衛門

「太刀 銘 行光」（白山比咩神社蔵）
真柄十郎左衛門が使用したと伝わる
「太郎太刀」のひとつ

天
下
一
の
大
太
刀
使
い

真
柄
十
郎
左
衛
門

真柄館
（越前市真柄町下真柄・上真柄）

　築城年代は定かでないが、真柄氏に
よって築かれ、「真柄」の地名が今も残る。
真柄氏はこの地を中心に勢力を持ち、館
跡と伝わるところがいくつかある。ここは
真柄十郎左衛門直隆の出生地と言わ
れており、また直隆の五輪墓が近くの興
徳寺（越前市宮谷町）に残っている。

城
№4

ま　 から　やかた

　

日
本
一
の
大
太
刀
使
い
と
し
て
勇
名
を

馳
せ
た
真
柄
十
郎
左
衛
門（
直
隆
）。
織

田
・
徳
川
連
合
軍
と
浅
井
・
朝
倉
連
合
軍

と
の
戦
い
・
姉
川
合
戦
で
は
、
ひ
と
き
わ

長
い
刀
で
戦
っ
た
と
い
う
十
郎
左
衛
門
は
、

天
文
5
年（
1
5
3
6
）に
生
ま
れ
、
朝

倉
義
景
の
客
将
と
な
り
、
越
前
味
真
野
真

柄（
越
前
市
）に
居
館
を
構
え
た
。

　

永
禄
8
年（
1
5
6
5
）、
室
町
幕
府
の

政
変
に
よ
り
、
時
の
将
軍
・
足
利
義
輝
が

殺
害
。
義
輝
の
弟
、
足
利
義
昭
は
将
軍
位

の
回
復
の
た
め
越
前
国
主
・
朝
倉
義
景
を

頼
り
、
永
禄
10
年（
1
5
6
7
）に
一
乗

谷
に
移
っ
た
。
翌
年
開
か
れ
た
観
桜
の
宴

に
て
、
義
昭
の
家
来
が〝
越
前
の
真
柄
は

無
双
の
大
力
で
、
大
太
刀
使
い
と
し
て
そ

の
名
は
天
下
に
鳴
り
響
い
て
い
る
〞と
述

べ
、
十
郎
左
衛
門
が
呼
ば
れ
た
。
十
郎
左

衛
門
は
二
本
の
大
太
刀
を
受
け
取
る
と
、

軽
々
と
頭
上
で
数
十
回
振
り
回
し
豪
傑
ぶ

り
を
披
露
。
皆
は〝
夜
叉
神
も
及
ば
な
い
〞

と
感
嘆
し
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
足
利
義
昭
は
織
田

信
長
と
と
も
に
上
洛
。
室
町
幕
府
最
後
の

15
代
将
軍
と
な
っ
た
。
朝
倉
義
景
は
織
田

信
長
の
再
三
の
上
洛
要
請
を
拒
否
。
近
江

の
浅
井
長
政
は
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
信
長

を
裏
切
り
、
元
亀
元
年（
1
5
7
0
）6
月
、

織
田
・
徳
川
連
合
軍
と
浅
井
・
朝
倉
連
合

軍
が
激
突
し
た
姉
川
の
合
戦
に
至
っ
た
。

こ
の
戦
に
は
、
古
今
を
通
じ
て
最
も
大
き

な
太
刀
を
実
戦
で
使
っ
た
十
郎
左
衛
門
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

　

徳
川
軍
は
別
動
隊
で
朝
倉
軍
の
側
面
を

攻
撃
。
大
将
・
朝
倉
景
健
が
危
う
い
状
態

と
な
っ
た
際
、
怪
力
の
十
郎
左
衛
門
は
、

大
太
刀
を
四
方
八
方
に
振
り
回
し
た
。
周

り
の
四
、
五
十
間
四
方
に
は
、
田
ん
ぼ
を

耕
し
た
よ
う
に
屍
が
転
が
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
徳
川
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
本

多
忠
勝
が
こ
の
進
撃
を
止
め
に

入
り
、
入
れ
代
わ
っ
て
匂
坂
式

部（
さ
ぎ
さ
か
し
き
ぶ
）ら
4
人

が
攻
撃
。
十
郎
左
衛
門
は〝
唯
四

人
で
我
に
向
か
う
は
殊
勝
な
り
〞

と
応
戦
。
4
人
と
の
奮
戦
の
末
、

鎌
槍
で
か
け
倒
さ
れ
、
最
後
は

〝
あ
っ
ぱ
れ
な
り
、
い
ざ
鬼
真
柄

の
首
を
と
っ
て
武
士
の
誉
れ
に

せ
よ
〞と
、
敵
に
自
ら
の
首
を
献

上
し
て
果
て
た
と
い
う
。

朝
倉
家
の
有
力
家
臣 

溝
江
氏

　

溝
江
氏
は
、
越
前
北
部「
溝
江
郷
」（
坂

井
市
北
東
部
）の
豪
族
で
、
後
に
朝
倉
家

有
力
家
臣
と
な
り
、
加
賀（
石
川
県
）と

の
国
境
の
防
衛
拠
点
・
金
津
城
の
主
と

な
っ
た
。　

　

朝
倉
氏
の
一
向
一
揆
討
伐
軍
に
参
戦
し
、

し
ば
し
ば
武
功
を
立
て
た
が
、

天
正
元
年（
1
5
7
3
）に
朝

倉
氏
が
滅
び
、
越
前
国
内
の

一
揆
残
党
が
蜂
起
。
加
賀
国

か
ら
も
加
わ
り
、
越
前
は
一

揆
の
勢
力
下
と
な
っ
た
。
天

正
2
年（
1
5
7
4
）2
月
、

里
方
か
ら
は
や
か
ん
や
小
鍋

を
兜
と
し
た
者
、
山
方
か
ら

は
鹿
や
熊
の
皮
を
鎧
と
し
た

者
た
ち
が
、
竹
槍
や
包
丁
を

持
っ
て
各
寺
院
か
ら
集
合
。
総
勢
2
万
余

の
一
向
一
揆
勢
が
溝
江
氏
の
居
館
に
打
ち

入
っ
た
。
溝
江
景
逸（
か
げ
や
す
）・
長
逸

（
な
が
や
す
）父
子
は
や
む
を
得
ず
館
に
火

を
か
け
、
と
も
に
自
害
し
て
果
て
た
。

　

し
か
し
、
溝
江
長
逸
の
嫡
子
・
長
澄
は
、

一
人
逃
れ
て
生
き
延
び
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
長
逸
は
長
澄
に
、
主
君
義
景

公
か
ら
拝
領
し
た
鎧
を
付
け
さ
せ
、
闇

夜
ひ
そ
か
に
脱
出
さ
せ
た
と
い
う
。
後

年
、
父
の「
大
炊
助
」を
名
乗
っ
て
美
濃

国
の
織
田
信
長
を
頼
り
、
信
長
亡
き
後

は
長
浜
城
主
・
羽
柴
秀
吉（
後
の
豊
臣
秀

吉
）に
仕
え
た
。
後
に
金
津
城
主
と
し
て

溝
江
家
を
再
興
し
た
。

越
前
生
え
抜
き
の
名
族 

堀
江
氏

　

長
禄
3
年（
1
4
5
9
）8
月
、
越
前

北
部
の「
坪
江
郷
」（
坂
井
市
北
東
部
〜
あ

わ
ら
市
）を
中
心
に
、
こ
の
地
の
支
配
を

め
ぐ
り
守
護
・
斯
波
氏
と
守
護
代
・
甲
斐

氏
が
対
立
。
堀
江
氏
は
斯
波
氏
の
命
で

甲
斐
氏
と
争
う
が
敗
北
し
、
一
旦
衰
亡

し
た
。
一
族
は
加
賀（
石
川
県
）に
亡
命

溝江氏の館が、天正2年（1574）の一向一揆によっ
て落城する様を後に描いた「金津城溝江館落城之
図」（あわら市郷土歴史資料館蔵）

し
た
が
越
前
に
進
出
し
、
朝
倉
氏
に
臣
従

し
て
越
前
平
定
に
協
力
。
国
衆（
朝
倉
氏

の
支
配
機
構
に
直
接
関
与
せ
ず
軍
役
の
一

部
を
負
担
す
る
者
）と
し
て
、
一
向
一
揆

攻
め
で
数
々
の
功
績
を
上
げ
、
再
び
越
前

で
の
勢
力
を
回
復
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
時「
堀
江
家
の
当
主
・

堀
江
景
忠
は
、
越
前
国
主
・
朝
倉
義
景
に

反
旗
を
翻
し『
加
賀
一
揆
軍
』と
語
っ
て

謀
叛
を
起
こ
す
」と
い
う
風
説
が
流
れ
た
。

永
禄
10
年（
1
5
6
7
）、
朝
倉
義
景
は

堀
江
氏
を
攻
撃
。
事
実
無
根
の
噂
の
た
め

に
不
本
意
な
が
ら
応
戦
し
た
堀
江
氏
は
敗

北
し
、
能
登（
石
川
県
）に
落
ち
延
び
た
。

こ
の
時
、
堀
江
父
子
の
謀
叛
を
触
れ
ま

わ
っ
た
の
は
、
後
に
朝
倉
義
景
を
裏
切
っ

た
義
景
の
従
兄
・
景
鏡
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
る
。
朝
倉
氏
滅
亡
後
、
越
前
に

帰
還
し
た
堀
江
景
忠
は
織
田
信
長
に
従
属

す
る
が
、
佐
久
間
盛
政（
柴
田
勝
家
の
甥
）

に
殺
害
さ
れ
た
。
子
孫
は
、
加
賀
、
甲

斐
、
能
登
を
流
浪
す
る
が
、
江
戸
時
代
に

再
び
越
前
に
入
る
と
岡
部
氏
と
称
し
、
今

も
そ
の
家
系
は
存
続
し
て
い
る
。

堀
江
館

（
あ
わ
ら
市
番
田
）

ほ
り
　
え
　 

や
か
た

城
№5

鱗を持つ龍女の子伝
越前打刃物の祖伝
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一
乗
谷
に
所
在
す
る
石
塔
な
ど
の
銘
文

に
は
、当
時
の
女
性
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　

大
姉
、禅
尼（
禅
定
尼
）、比
丘
尼
な
ど

法
名（
戒
名
）に
そ
え
ら
れ
る
称
号
は
、そ

れ
ぞ
れ
在
家
の
信
者
、剃
髪
し
て
家
に
い

る
女
性
、出
家
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
尼

僧
な
ど
を
示
し
て
い
る
が
、74
件
、１
０
３

件
、23
件
ほ
ど
あ
る
。こ
れ
ら
の
銘
文
は

大
部
分
が
同
時
代
の
追
善
供
養
の
た
め
の

墓
石
銘
で
あ
り
、在
家
で
亡
く
な
っ
た
女

性
が
多
か
っ
た
こ
と
、本
格
的
な
尼
僧
は

少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。子
供

は
童
子
・
童
女
な
ど
と
よ
ば
れ
、50
件
と

61
件
あ
る
。こ
れ
ら
の
銘
文
に
記
さ
れ
た

女
性
や
子
供
が
一
乗
谷
で
生
活
し
、亡
く

な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
一
乗
谷
出
土
遺
物
で
は
、櫛
・
簪（
か
ん

ざ
し
）・紅
皿・お
歯
黒
壺・渡
し
金
な
ど
の

化
粧
道
具
や
下
駄
が
あ
り
、女
性
に
も
愛

用
さ
れ
た
。室
町
時
代
の
職
人
の
様
子
を

図
示
し
た『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』に
よ
れ

ば
、扇
売
・帯
売
・魚
売・米
売・豆
売・豆
腐

売
・
素
麺
売
・
麹
売
・
白
布
売
・
綿
売
・
薫
物

売
・
心
太
売
・
餅
売
な
ど
多
く
の
小
売
業

に
女
性
が
見
ら
れ
る
。
紺
掻（
こ
う
か

き
）・
機
織（
は
た
お
り
）・
縫
物
師
・
組
師

な
ど
繊
維
関
係
の
業
種
に
も
女
性
が
活

躍
し
て
い
る
。一
乗
谷
の
町
屋
で
も
こ
う
し

た
女
性
の
職
人
や
商
人
た
ち
が
生
き
生

き
と
暮
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。ま
た
立
君

（
た
ち
ぎ
み
）・
図
子
君（
ず
し
ぎ
み
）・
白

拍
子
な
ど
の
遊
女
も
職
人
と
さ
れ
る
が
、

一
乗
谷
で
は
そ
の
周
縁
部
の
東
大
味
や
高

尾
に
遊
女
町
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

戦
国
時
代
の
女
性
は
、政
略
結
婚
や
家

柄
の
保
持
な
ど
大
名
家
や
家
臣
に
と
っ
て

元
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
副
館
長 

佐
藤
圭
氏

コ
ラ
ム

一
乗
谷
・
朝
倉
氏
を
中
心
に

戦
国
時
代
の
女
性

重
要
な
政
治
的
役
割
を
担
っ
た
。朝
倉
氏

当
主
の
場
合
を
み
る
と
、２
代
氏
景
よ
り
、

国
外
の
有
力
大
名
家
か
ら
妻
を
迎
え
て

い
る
が
、３
代
貞
景
か
ら
が
よ
く
知
ら
れ

る
。そ
の
室
祥
山
禎
公
は
美
濃
守
護
代

家
斎
藤
氏
の
娘
で
、美
濃
は
守
護
土
岐

氏
・
守
護
代
斎
藤
氏
が
続
く
。貞
景
と
の

結
婚
は
延
徳
３
年（
１
４
９
１
）４
月
で
、

美
濃
か
ら
一
乗
谷
に
盛
大
な「
輿
入
れ
」

が
な
さ
れ
た
。斎
藤
氏
の
騎
馬
武
者
５
騎
、

走
衆
30
人
に
警
護
さ
れ
、輿
は
全
部
で
10

丁
、中
間（
ち
ゅ
う
げ
ん
）・
小
者（
こ
も

の
）の
数
知
れ
ず
、彼
ら
の
太
刀
は
み
な
金

で
飾
ら
れ
て
い
た
。持
参
し
た
嫁
入
り
道

具
を
納
め
た
長
持
・
唐
櫃（
か
ら
び
つ
）は

数
十
合
、輿
に
は
本
人
の
ほ
か
上
級
の
女

房
衆
が
乗
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。新
妻

は
当
時
16
歳
で
、２
年
後
に
長
男
の
孝
景

（
４
代
当
主
）、そ
し
て
二
男
の
景
高
ら
を

産
ん
で
い
る
。そ
の
後
長
期
に
わ
た
っ
て
朝

倉
氏
と
美
濃
の
斎
藤
氏
・土
岐
氏
と
の
親

密
な
関
係
が
続
き
、朝
倉
氏
は
周
辺
諸

国
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
発
揮
し
た
。

　

４
代
孝
景
の
妻
は
若
狭
武
田
氏
光
徳

院
で
あ
る
。天
文
２
年（
１
５
３
３
）長
男

義
景
を
産
ん
で
い
る
。こ
の
間
22
年
に
わ

た
っ
て
朝
倉
氏
の
後
継
者
た
る
べ
き
嗣
子

が
い
な
か
っ
た
の
は
大
名
家
と
し
て
最
大

の
危
機
で
あ
っ
た
が
、敦
賀
郡
司
教
景

（
宗
滴
）・
大
野
郡
司
景
高
ら
一
族
・
兄
弟
の

協
力
に
よ
り
朝
倉
氏
権
力
は
安
定
し
た

（
の
ち
に
景
高
は
謀
叛
を
起
こ
す
）。光
徳

院
の
父
親
は
武
田
氏
庶
家
の
信
孝
と
み

ら
れ
る
が
、そ
の
妻
西
殿（
光
徳
院
の
母

親
）と
共
に
一
乗
谷
に
滞
在
し
て
孝
景
・
義

景
父
子
を
支
え
た
。光
徳
院
は
京
都
の

公
家・武
家
と
強
い
結
び
つ
き
を
持
ち
、晩

年
出
家
し
て「
二
位
ノ
尼
」と
呼
ば
れ
た
。

　

５
代
義
景
は
、最
初
管
領
細
川
晴
元
の

娘
と
結
婚
し
、死
別
し
て
前
関
白
近
衛

稙
家
の
娘
を
妻
に
迎
え
た
が
子
が
で
き

ず
離
縁
し
、越
前
斯
波
氏
の
鞍
谷
氏
の
娘

「
小
宰
相
ノ
局
」を
寵
愛
し
、長
男
阿
君

（
く
ま
ぎ
み
）を
も
う
け
た
。し
か
し
阿

君
は
足
利
義
昭
の一
乗
谷
滞
在
中
に
毒
殺

さ
れ
て
し
ま
う
。そ
の
後
、美
濃
斎
藤
氏

の
小
少
将
を
妻
と
し
て
諏
訪
館
に
入
れ
、

嗣
子
の
愛
王
丸
が
生
ま
れ
た
。義
景
自

尽
後
、愛
王
丸
・
光
徳
院
・
小
少
将
は
裏

切
っ
た
景
鏡
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
、愛
王

丸
と
光
徳
院
は
織
田
信
長
の
陣
所
に
送

ら
れ
た
。信
長
は
丹
羽
長
秀
に
命
じ
て
今

庄
の
帰
の
里（
か
え
る
の
さ
と
）の
堂
で
両

人
を
刺
し
殺
し
、堂
も
ろ
と
も
焼
き
捨
て

た
。小
少
将
の
行
方
は
定
か
で
な
い
が
、

懐
妊
し
て
い
る
義
景
の
妾
が
美
濃
の
願
興

寺
の
別
当
を
頼
っ
て
隠
れ
住
み
、一
子
を
産

み
、持
参
し
た
黄
金
で
願
興
寺
に
梵
鐘
を

施
入
し
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。

　
一
乗
谷
の
朝
倉
義
景
館
を
発
掘
し
た

時
、多
く
の
建
物
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、

婦
人
や
女
房
た
ち
の
居
住
区
は
館
内
に

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。し
か
し
館
の
排
水

の
暗
渠
出
口
直
下
の
濠
か
ら「
少
将
」あ

る
い
は「
少
し
や
う
」と
墨
書
さ
れ
た
小

さ
な
付
札
８
枚
が
出
土
し
た
。こ
れ
は
女

房
名
の
表
記
と
見
ら
れ
、館
内
で
生
活
し

た
女
性
の
持
物
に
付
け
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
軍
記
物
に「
小
少
将
」・

「
少
将
」・「
小
将
」な
ど
と
表
記
さ
れ
る

義
景
最
後
の
妻
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
。

　
一
乗
谷
の
滅
亡
に
と
も
な
い
、義
景
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の一
族・家
臣
ら
は
大

野
に
逃
げ
延
び
た
が
、老
武
者
築
山
清
左

衛
門
入
道
は
城
を
捨
て
て
遁
れ
る
の
を

潔
し
と
せ
ず
、再
び
恥
辱
を
受
け
る
よ
り

は
身
を
以
て
国
に
殉
ぜ
ん
と
踏
み
留
ま
っ

て
、妻
子
を
刺
し
殺
し
て
川
に
突
き
落
と

し
、自
ら
も
切
腹
し
て
、谷
川
の
水
に
身

を
投
げ
て
死
ん
だ
。後
人
は
そ
こ
を「
児

（
ち
ご
）が
淵
」と
呼
ん
だ
と
い
う
。ま
た
、

敵
兵
に
捕
え
ら
れ
て
辱
め
を
受
け
る
よ

り
は
死
を
選
ん
で
井
戸
に
身
を
投
げ
て

死
ん
だ
、年
の
頃
17
、８
、姿
形
美
麗
の「
一

乗
節
婦
」の
物
語
と
辞
世
の
歌「
よ
に
へ

な
ば　

よ
し
な
き
く
も
も　

を
を
ひ
な

む　

い
ざ
い
れ
て
ま
し　

や
ま
の
は
の
つ

き
」も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

朝倉義景が妻の小少将のために造園したと伝わる、特別名勝庭園朝倉氏庭園の一つ「諏訪館庭園」（写真提供/水野克比古）

朝倉義景館濠出土木簡「少将」
（福井県立一乗谷朝倉史跡資料館蔵）

遺跡出土の化粧道具
（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館蔵）
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六甲山

長良川

由良川 琵琶湖

経ヶ岬

若狭湾

比叡山

丹後半島

名古屋

岐阜

大津

京都

福井

大野

福井北IC

福井IC
勝山IC

大野IC

名神高速道路

舞鶴若狭自動車道

山陽自動車道

疋壇城

◉

◉

◉

小
谷
城

刀根坂

8

武生IC

今庄IC

敦賀IC

若狭美浜IC

若狭三方IC

敦賀JCT

鯖江IC

北
陸
自
動
車
道

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

中部縦貫自動車道

一乗谷

朝倉軍

信長軍

北

◉

天
下
に
猛
威
を
振
る
い

勢
力
を
増
大
し
た

信
長

　元亀2年（1571）6月11日、朝倉義景は本願寺と和睦
し、義景の娘を本願寺教如（顕如の嫡男）と婚約させ、本
願寺との同盟を結んだ。義景の娘は、教如の最初の妻・
三位殿（さんみどの）となり、教如との間に一女をもうけたと
伝わる。教如が豊臣秀吉から隠退を命じられ、大坂退去
の際に離縁され、1614年に亡くなったという説があるが、
よく分かっていない。
　一方、教如は、秀吉亡き後、徳川家康に意欲的に接近。
本願寺から独立し、東本願寺の創始者となった。

「絵本拾遺信長記」（早稲田大学図書館蔵）
江戸時代に庶民の間で読まれた軍記物。義景の娘が本願寺
に輿入れするときの様子が描かれている

疋壇城
（敦賀市疋田）

　文明年間頃、近
江方面からの進攻
に備える越前の最
南端の守りとして、
戦国大名朝倉氏が
家臣の疋壇対馬守

久保に築かせた。元亀元年（1570）、織田信長が天
筒山城を陥落させた時、当城も破壊された。その後
朝倉氏は当城を修築し、家臣を置いたが、天正元年
（1573）8月の織田軍の越前侵攻の際の攻防戦で
落城した。

城
№7

ひき　 だ

木ノ芽峠城塞群
（南越前町・敦賀市）

　木ノ芽峠は、古くから北陸道の難
所として知られ、平安から戦国時代
にかけて地方と中央を結ぶ街道の
要衝として重視された。越前の国
境防備の城の中心であった木ノ芽
峠城は、永禄12年（1569）に朝倉
義景が構えた。朝倉氏滅亡後は織
田家臣が守備したが、一向一揆と
の戦場となった。

城
№6

き　 の　 め　 とうげ じょう　さい　ぐん

「織田信長画像」（長興寺（愛知県豊田市）蔵）
家臣の与語久三郎正勝が狩野元秀に描かせ、
天正11年（1583）6月2日の信長の一周忌に
寄進。没後間もなくの肖像とされる

天正元年（1573）の
織田信長軍と朝倉義景軍の
戦いの動き

　

織
田
信
長
の
祖
先
が
神
官
を
務
め
て
い

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
劔
神
社（
越
前
町
織

田
）。
応
永
年
間（
1
3
9
4
〜
1
4
2
8
）、

越
前
守
護
・
斯
波
氏
が
劔
神
社
を
参
拝
し

た
際
、
そ
の
才
能
を
見
出
さ
れ
て
家
臣
と

し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
尾
張
の
国
に
派
遣

さ
れ
た
。
名
字
は
故
郷
の
地
名
を
取
っ
て

織
田
を
名
乗
り
、
次
第
に
尾
張
で
勢
力
を

伸
ば
し
、
信
長
の
時
代
に
は
尾
張
国
一
円

を
掌
握
。
さ
ら
に
日
本
全
国
へ
と
勢
力
を

拡
大
。
信
長
は
、
戦
乱
の
世
に
あ
っ
て
も

劔
神
社
を
深
く
崇
敬
し
、
武
運
興
隆
を
祈

る
と
と
も
に
多
く
の
神
領
を
寄
進
す
る
な

ど
、
劔
神
社
の
保
護
に
尽
く
し
た
。
信
長

は
、
天
下
統
一
を
前
に
本
能
寺
の
変
で
最

期
を
遂
げ
た
が
、
越
前
・
織
田
庄
の
人
々

は
信
長
の
功
績
と
威
徳
を
偲
び
、
御
霊
を

境
内
の
小
松
建
勲
神
社
に
合
祀
し
た
。

　

永
禄
11
年（
1
5
6
8
）、
室
町
幕
府
最

後
の
将
軍
と
な
っ
た
足
利
義
昭
が
信
長
に

守
ら
れ
て
上
洛
を
果
た
し
た
。
翌
年
、
信

長
は
越
前
朝
倉
氏
5
代
義
景
に
対
し
て

「
上
洛
し
て
従
え
」と
の
書
状
を
出
し
た
が
、

義
景
は
こ
れ
を
無
視
。
元
亀
元
年

（
1
5
7
0
）4
月
20
日
、
信
長
は
義
景
を

討
つ
べ
く
、
京
都
か
ら
直
ち
に
越
前
へ
と

出
発
。
大
軍
を
率
い
て
越
前
に
侵
攻
し
た

と
い
う
。
朝
倉
義
景
は
、
金
ヶ
崎
・
天
筒

山
城（
敦
賀
市
）を
改
修
し
、
木
ノ
芽
峠
や

近
江
の
中
河
内
、
椿
坂
な
ど
の
国
境
の
要

衝
に
城
を
築
き
、
こ
れ
に
備
え
た
。
ま
た

本
願
寺
や
延
暦
寺
と
の
連
合
を
進
め
、
信

長
方
に
対
抗
し
た
。

　

信
長
軍
は
同
年
4
月
22
日
に
は
若
狭
・

熊
川
へ
、
23
日
に
は
美
浜
・
佐
柿
へ
と
進

軍
し
、
25
日
に
は
天
筒
山
城
を
猛
攻
撃
。

い
よ
い
よ
木
ノ
芽
峠
か
ら
一
乗
谷
へ
と
侵

攻
し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、
浅
井
長
政
の

謀
叛
の
知
ら
せ
に
よ
り
、
急
遽
退
却
。
金

ケ
崎
城
に
は
秀
吉
を
残
し
、
近
江
へ
と
続

く
朽
木
峠
越
え
を
決
行
。
京
都
に
逃
げ

帰
っ
た
。

　

し
か
し
、
義
景
と
信
長
は
、
以
後
4
年

に
わ
た
っ
て
対
立
を
続
け
、
戦
闘
が
繰
り

返
さ
れ
た
。

　

信
長
を
窮
地
に
陥
ら
せ
た「
金
ヶ
崎
の

退
き
口（
の
き
ぐ
ち
）」の
後
、
信
長
は
、

姉
川
の
合
戦（
朝
倉
・
浅
井
連
合
軍
と
織

田
・
徳
川
連
合
軍
と
の
戦
い
）で
は
勝
利

し
た
も
の
の
、
朝
倉
義
景
と
浅
井
長
政
を

最
大
の
抵
抗
勢
力
と
し
て
捉
え
て
い
た
。

元
亀
元
年（
1
5
7
0
）12
月
14
日
、
一

旦
和
睦
し
た
が
、
朝
倉
・
浅
井
勢
と
信
長

と
の
戦
い
は
続
い
た
。

　

義
景
は
信
長
を
討
つ
べ
く
、
武
田
信
玄
、

浅
井
長
政
、
本
願
寺
顕
如
と
の
反
信
長
戦

線
を
形
成
し
、
朝
倉
氏
と
連
携
す
る
近
江

の
浅
井
長
政
に
は
、
本
願
寺
か
ら
近
江
の

門
徒
勢
が
協
力
す
る
態
勢
を
と
っ
た
。
さ

ら
に
は
、
室
町
幕
府
15
代
将
軍
足
利
義
昭

が
、
信
玄
の
上
洛
の
動
き
に
応
じ
、
反
信

長
戦
線
に
加
わ
っ
て
挙
兵
計
画
を
立
て
た
。

信
玄
と
徳
川
家
康
と
の
三
方
が
原
の
戦
い

で
は
信
玄
が
勝
利
し
、
反
信
長
陣
営
の
逆

転
の
チ
ャ
ン
ス
は
何
度
か
あ
っ
た
の
だ
が
、

元
亀
4
年（
1
5
7
3
）、
信
玄
が
陣
中
に

て
病
死
す
る
と
勢
力
は
急
転
し
た
。
室
町

幕
府
は
名
実
と
も
に
滅
び
、
信
長
に
よ
っ

て
元
号
が「
元
亀
」か
ら「
天
正
」に
改
元

さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
義
景
が
諸

勢
を
引
き
連
れ
て
一
乗
谷
を
出
立
し
近
江

へ
と
向
か
っ
た
。
信
長
は
、
浅
井
長
政
の

居
城
で
あ
る
小
谷
城（
北
近
江
、
滋
賀
県
）、

大
獄
城（
お
お
づ
く
じ
ょ
う
）な
ど
を
攻

め
落
と
し
、
義
景
の
軍
を
攻
撃
。
義
景
軍

は
信
長
の
猛
攻
に
よ
り
、
疋
壇
城
へ
退
却

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
8
月
13
日
、

義
景
軍
退
却
途
中
の「
刀
根
坂
の
戦
い
」

は
凄
惨
さ
を
極
め
た
。
大
敗
し
た
義
景
は

4
、
5
騎
の
家
来
と
と
も
に
よ
う
や
く
一

乗
谷
に
帰
城
し
た
。
こ
の
時
、
義
景
の
従

兄
・
朝
倉
景
鏡（
当
時
の
大
野
郡
司
）が「
山

中
深
く
、
平
泉
寺
が
味
方
す
れ
ば
、
信
長

勢
は
簡
単
に
攻
め
落
と
す
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
」と
大
野
へ
退
却
す
る
こ
と

を
進
言
し
た
た
め
、
義
景
は
数
十
名
の
家

来
ら
と
と
も
に
一
乗
谷
を
捨
て
、
数
多
く

の
僧
兵
が
い
る
平
泉
寺
を
頼
り
に
大
野
へ

逃
れ
た
。
身
内
や
外
様
衆
も
す
べ
て
立
ち

去
り
、
当
主
さ
え
も
逃
亡
し
、
一
乗
谷
は
、

「
酒
宴
の
栄
え
楽
し
ん
だ
鼓
の
声
は
松
風

の
音
と
な
り
、
宮
殿
楼
閣
は
た
だ
邯
鄲
一

炊
の
夢（
か
ん
た
ん
い
っ
す
い
・
は
か
な

い
こ
と
）と
醒
め
て
跡
形
も
な
い
。
野
の

キ
リ
ギ
リ
ス
が
一
匹
だ
け
鳴
き
明
か
し
て

い
る
」よ
う
な
有
様
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

義
景
は
、
大
野
で
体
制
の
立
て
直
し
を

図
ろ
う
と
し
た
が
、
頼
み
の
平
泉
寺
に
も

裏
切
ら
れ
、
8
月
20
日
、
大
野
の
六
坊
賢

松
寺
に
て
自
刃
。
41
歳
、
無
念
の
最
期
で

あ
っ
た
。

　

5
代
1
0
3
年
に
わ
た
り
越
前
を
支
配

し
た
名
門　

朝
倉
家
は
滅
亡
し
た
。
刀
根

坂
の
戦
い
か
ら
、
わ
ず
か
8
日
の
こ
と

だ
っ
た
。

劔神社（越前町織田）

織田信長の御霊が眠る
小松建勲神社
（越前町織田・劔神社境内）
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今
に
残
る

金
森
長
近
の
城
下
町

19 18

大阪湾

「金森長近像」（飛騨高山まちの博物館蔵）

　亥山城（土橋城）に入った石山本願寺の
坊官杉浦壱岐が本願寺門徒を使って池を
掘り下げ、その豊富な湧き水を城の周囲の
堀水としたことから、「本願寺清水」とも言わ
れている。大野城下を整備した長近は、この
湧き水を城下町に張り巡らし、生活用水とし
て活用したという。清澄な水や水環境は今も
残っており、平成20年度の環境省「平成の
名水百選」に選定。陸封型イトヨの生息地
の南限として国の天然記念物に指定されて
いる。

大野城
（大野市城町）

城
№11

おお　 の

　
府
中
城
の
名
残
り
は
、
城
の
表
門
を
移
築
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
正
覚
寺
山
門（
越
前
市
京
町
2
丁

目
）で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
築
年
代
は
不
明

だ
が
、
城
門
に
ふ
さ
わ
し
い
堂
々
と
し
た
造
り
で

あ
る
。

府
中
城

（
越
前
市
府
中
）

城
№8

ふ
　
ち
ゅ
う

　一向一揆衆徒により大規模に修築。
天正３年(１５７５)、滝川一益ら信長軍と
の戦場となり、一揆軍６００余りが討ち取
られた。

大
瀧
城

（
越
前
市
大
滝
町
）

城
№9

お
お
　
た
き

　
天
正
3
年（
1
5
7
5
）9
月
、
織
田
信
長

は
越
前
国
を
柴
田
勝
家
に
預
け
、
目
付
け
役

と
し
て
府
中
三
人
衆（
前
田
利
家
、
佐
々
成
政
、

不
破
光
治
）を
配
し
た
。
そ
の
一
人
、
佐
々
の

居
城
と
伝
わ
る
小
丸
城
二
の
丸
か
ら
発
見
さ

れ
た
文
字
瓦
。
前
田
利
家
に
よ
る
一
揆
制
圧

ぶ
り
を
語
っ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
、
千
人

の
一
揆
衆
が
磔（
は
り
つ
け
）に
さ
れ
た
り
窯

で
煎（
い
）ら
れ
た
り
し
た
有
様
が
、
こ
の
瓦

に
刻
ま
れ
て
い
る
。

小
丸
城

（
越
前
市
五
分
市
町
）

城
№10

こ
　 

ま
る

　

朝
倉
孝
景
が
越
前
国
を
掌
握
す
る
た
め

の
最
後
の
戦
場
と
な
っ
た
の
が
大
野
郡

（
現
在
の
大
野
市
・
勝
山
市
）だ
っ
た
。

　

当
時
の
室
町
幕
府
管
領
・
越
前
国
守
護 

斯
波
家
の
家
督
争
い
も
一
因
と
な
っ
て

京
の
都
を
荒
廃
さ
せ
た
応
仁
の
乱
に
お

い
て
、
朝
倉
孝
景
は
朝
倉
家
の
主
家
・
斯

波
氏
が
属
す
る
西
軍（
山
名
宗
全
派
）か

ら
東
軍（
細
川
勝
元
派
）に
寝
返
り
、
斯

波
氏
と
の
最
終
戦
を
大
野
で
迎
え
た
。

文
明
7
年（
1
4
7
5
）、
孝
景
は
斯
波

氏
の
政
庁
が
置
か
れ
て
い
た
戌
山
城
を

攻
め
落
と
し
た
。
そ
の
後
、
戌
山
城
の

支
城
・
小
山
城
に
立
て
籠
も
る
斯
波
勢
と

戦
い
大
勝
利
を
挙
げ
、
孝
景
は
越
前
国

主
の
座
に
君
臨
。
小
山
城
は
陥
落
、
斯

波
氏
は
討
ち
死
に
し
た
。

　

大
野
郡
は
そ
の
後
、
越
前
朝
倉
氏
初
代

孝
景
の
弟
た
ち
が
代
々
治
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
居
城
と
な
っ
た
の
が
、
戌
山
城

と
小
山
城
の
間
に
位
置
す
る
亥
山
城（
別

名
、
土
橋
城
）で
あ
る
。
朝
倉
一
族
と
し

て
最
後
に
郡
司
を
務
め
た
景
鏡（
か
げ
あ

き
ら
）が
、
主
君
・
義
景（
越
前
朝
倉
5
代
）

を
裏
切
り
、
こ
の
地
で
自
刃
さ
せ
た
功
績

に
よ
り
、
織
田
信
長
か
ら
一
文
字
貰
い
信

鏡（
の
ぶ
あ
き
ら
）と
名
乗
る
と
と

も
に
、
居
城
で
あ
っ
た
土
橋
城
、

あ
る
い
は
そ
の
名
の
由
来
と
な
っ

た
こ
の
地
域
の
古
称「
土
橋
庄
」に

ち
な
み
、
朝
倉
か
ら
土
橋（
つ
ち
は
し
）

へ
と
姓
を
変
え
て
い
る
。

　

義
景
没
後
、
信
鏡
は
朝
倉
氏
の
残
党
か

ら
狙
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
泉
寺
に
逃

れ
た
が
一
揆
軍
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
、
討

ち
死
に
し
た
。
大
野
郡
は
越
前
一
向
一
揆

勢
が
支
配
す
る
こ
と
と
な
り
、
石
山
本
願

寺
か
ら
派
遣
さ
れ
た
坊
官（
ぼ
う
か
ん
）杉

浦
壱
岐
が
郡
司
と
な
っ
て
治
め
た
。

　

越
前
朝
倉
氏
滅
亡
か
ら
2
年
後
の
天
正

3
年（
1
5
7
5
）、
織
田
信
長
は
一
向
一

揆
を
鎮
圧
。
側
近
と
し
て
美
濃
方
面
か
ら

の
進
攻
を
志
願
し
、
見
事
に
一
向
一
揆
勢

を
打
ち
破
っ
た
金
森
長
近
に
、
信
長
は
こ

の
地
の
3
分
の
2
を
与
え
た
。
長
近
は
戌

山
城
に
一
旦
入
城
す
る

が
、
東
側
の
亀
山
に
大
野
城（
後
に
長

近
の
居
城
）を
築
き
、
そ
の
さ
ら
に
東
側

の
ふ
も
と
に
城
下
町
を
整
備
し
た
。
各
地

の
戦
場
に
赴
き
な
が
ら
も
、
整
然
と
短
冊

状
に
整
備
し
た
と
い
う
長
近
の
城
下
町
は
、

現
在
の
大
野
の
市
街
地
に
そ
の
ま
ま
の
姿

を
と
ど
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
長
近
は
4
年
の
歳
月
を
か
け
て

大
野
城
を
築
城
。
外
堀
と
内
堀
を
設
け
石

垣
を
組
み
、
天
守
を
構
え
た
平
山
城
で
、

2
層
3
階
の
大
天
守
に
2
層
2
階
の
小
天

守
、
付
櫓
が
あ
っ
た
と
い
う
。
安
永
4
年

（
1
7
7
5
）、
城
下
の
大
火
に
よ
り
本
丸

を
含
む
城
郭
の
す
べ
て
を
焼
失
し
た
が
、

昭
和
43
年（
1
9
6
8
）に
現
存
し
て
い
た

野
面
積
み
の
石
垣
を
活
用
し
、
本
丸
の
天

守
が
再
建
さ
れ
た
。
近
年
は
、
雲
海
の
中

に
浮
か
ぶ
幻
想
的
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら「
天
空
の
城
」と
言
わ
れ
、

全
国
か
ら
お
城
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
る
。

信
長
、秀
吉
も

越
前
の
要
と
し
た

府
中

　

室
町
幕
府
全
盛
期
の
3
代
将
軍
足
利
義

満
の
頃
、
守
護
大
名
に
は
、
三
管
領
筆
頭

の
家
柄
で
あ
る
斯
波
氏
、
畠
山
氏
、
細
川

氏
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
特
に
越
前

国
な
ど
を
掌
握
し
て
い
た
斯
波
氏
は
、
幕

府
宿
老
と
し
て
幕
政
に
大
き
な
発
言
力
を

持
ち
、
将
軍
家
足
利
一
門
の
中
で
も
本
家

に
次
ぐ
家
格
を
誇
る
有
力
者
だ
っ
た
。
斯

波
氏
は
越
前
府
中（
国
府
、
越
前
市
）を

拠
点
に
越
前
を
治
め
、
そ
の
斯
波
氏
に
仕

え
て
い
た
の
が
、
朝
倉
氏
、
織
田
氏
、
甲

斐
氏
な
ど
だ
っ
た
。
や
が
て
、
斯
波
家
を

は
じ
め
有
力
守
護
大
名
や
将
軍
家
の
家
督

争
い
が
起
こ
り
、
応
仁
の
乱
が
勃
発
。
こ

れ
を
機
に
朝
倉
氏
は
、
下
剋
上
に
よ
り
越

前
国
を
斯
波
氏
か
ら
奪
い「
戦
国
大
名
」

と
な
っ
た
。
朝
倉
氏
は
、
越
前
統
治
の
拠

点
を
府
中
か
ら
一
乗
谷
に
移
し
、
斯
波
氏

が
守
護
所
を
置
い
た
府
中
に
は
、
府
中
奉

行
人
を
置
い
て
治
め
た
。

　

天
正
元
年（
1
5
7
3
）、
5
代
1
0
3

年
続
い
た
越
前
朝
倉
氏
が
織
田
信
長
に

よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
と
、
越
前
の
一
向

一
揆
は
こ
の
時
を
待
ち
構
え
て
い
た
か

の
よ
う
に
蜂
起
。
織
田
方
の
武
将
を
討

ち
、
平
泉
寺
な
ど
の
敵
対
勢
力
を
攻
撃

し
、
越
前
国
は
一
時
、
一
揆
衆
に
よ
る

国
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
天
正
3

年（
1
5
7
5
）8
月
に
一
揆
鎮
圧
、
さ

ら
に
は
旧
寺
院
勢
力
打
倒
の
た
め
10
万

余
り
の
軍
勢
で
進
撃
し
た
織
田
信
長
。

府
中
は
そ
の
凄
惨
な
戦
い
の
舞
台
と

な
っ
た
。
信
長
軍
に
よ
り
越
前
国
の
一

揆
の
時
代
は
1
年
半
で
終
焉
。
府
中
奉

行
所
跡
に
は
、
織
田
家
臣
・
前
田
利
家

（
後
年
、
加
賀
藩
主
と
な
る
）が
府
中
城

を
築
い
て
拠
点
と
し
た
。

　

利
家
は
、
そ
の
地
に
あ
っ
た
惣
社（
そ

う
じ
ゃ
・
特
定
の
地
域
の
神
社
の
祭
神
を

集
め
て
祀
っ
た
神
社
）を
移
転
さ
せ
、
近

く
の
日
野
川
ま
で
も
外
堀
と
し
て
活
用
し

た
壮
大
な
平
城
を
築
き
上
げ
る
。
豊
臣
政

権
下
で
城
主
は
転
々
と
し
た
が
、
関
ヶ
原

の
戦
い
後
は
、
越
前
を
治
め
た
結
城
秀
康

の
重
臣
・
本
多
富
正
が
、
こ
の
城
を
さ
ら

に
修
築
し
代
々
の
居
館
と
し
た
。

大瀧城跡

小丸城跡出土瓦
(味真野史跡保存会蔵)

正覚寺山門(越前市京町)

現在の大野城（大野市城町）

「本願清水」（大野市糸魚町）

　一揆殲滅のため大瀧寺を焼亡させた滝川一益は、その戦勝
を神に感謝し、自身の鎧一具を権現山大杉の下に埋めたと伝
わる。後に発掘され、現在の大瀧神社に保管されているそうだ。
また、近くの谷で、大瀧寺へと進攻する一益は待ち伏せされ、朱
鞘の太刀で一益の馬脚を斬られてしまう。この時の太刀も納め
られているという。一益は大瀧権現の七堂伽藍を焼き滅ぼした
ので、たちまち神罰を受け、両眼を失い、その後流浪の身となっ
て再びこの地にやってきたところを村民が怨みをはらすべく打
殺された。その亡骸を葬った場所は「不老(おいず)の狐塚」と呼
ばれている。近くの霊泉寺(越前市地泉町)に滝川一益兄弟の
墓も残っている。

信長家臣・滝川一益の最期伝

今も湧き続ける本願清水伝
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柴
田
勝
家
の
命
日
、
毎
年
4
月
24
日
の
夜
に
は
、
首

無
し
武
者
の
一
隊
が
九
十
九
橋
を
渡
っ
て
南
へ
と
行
進

し
、
そ
の
翌
朝
に
は
、
決
ま
っ
て
城
下
に
数
人
の
死
者

が
出
た
と
い
う
。
数
百
騎
も
の
ひ
づ
め
の
音
を
、
勝
家

と
そ
の
家
臣
団
の
亡
霊
と
信
じ
た
福
井
城
下
の
人
々
は
、

命
日
の
夕
刻
以
降
は
、
誰
も
外
に
出
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

勝
家
は
、
か
つ
て
の
越
前
国
主
・
朝
倉
氏
と
そ
の
家
臣

団
を
滅
ぼ
し
た
ほ
か
、
北
陸
総
鎮
守
の
気
比
神
宮（
敦

賀
市
）を
焼
き
払
い
、
社
家
衆
の
ほ
と
ん
ど
を
滅
亡
さ

せ
る
な
ど
、
恐
怖
の
所
業
を
重
ね
て
き
た
。
人
々
は
、

死
後
も
畏
怖
の
存
在
と
し
て
鎮
魂
の
願
い
を
持
ち
、
そ

の
霊
を
鎮
め
よ
う
と
北
庄
城
址
に
現
在
の
柴
田
神
社
の

前
身
が
建
立
さ
れ
、
祀
ら
れ
た
。

　
一
方
、
こ
の
首
な
し
武
者
行
列
は
、
実
は
柴
田
家
の

旧
臣
だ
っ
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。
普
段
は
領
民
と
し

て
城
下
に
暮
ら
し
な
が
ら
も
、
お
家
再
興
の
決
意
を
新

た
に
す
る
た
め
、
毎
年
勝
家
の
命
日
に
は
、
甲
冑
姿
で

騎
乗
し
行
進
し
た
そ
う
だ
。
そ
の
際
の
黒
い
覆
面
行
列

が
首
な
し
の
正
体
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
北
庄
城
が
落
城
す
る
前
の
夜
、
お
市

の
方
は
、
城
の
裏
手
を
流
れ
て
い
た
足

羽
川
か
ら
脱
出
し
、
勝
久
寺（
坂
井
市

三
国
町
）に
落
ち
延
び
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
。
寺
の
離
れ
に
潜
伏
し
た
後
、

三
国
湊
の
豪
商
、
森
田
家
に
か
く
ま
わ

れ
た
。
森
田
家
は
信
長
の
支
援
者
で
、

織
田
家
を
財
政
面
か
ら
支
え
た
商
人
の

一
人
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
お
市
の
方
は
、

森
田
家
内
の
旧
浅
井
家
家
臣
の
手
引
き

で
、
近
江
国
に
移
り
、
さ
ら
に
、
同
じ

く
浅
井
家
の
残
党
の
浅
井
治
郎
左
衛
門

の
案
内
に
よ
り
、
伊
賀
の
下
友
田
に
移

り
住
み
、
慶
長
4
年（
1
5
9
9
）に
53

歳
で
没
し
た
と
い
う
。
浅
井
治
郎
左
衛

門
は
、
お
市
の
方
の
死
後
、
荼
毘
に
ふ

さ
れ
た
お
市
の
方
の
喉
仏
を
保
管
し
続

け
、
そ
の
喉
仏
が
現
在
も
三
重
県
伊
賀

市
の
浅
井
長
政
供
養
塔
に
納
め
ら
れ
て

い
る
と
伝
わ
る
。
浅
井
氏
の
残
党
が
結

束
を
維
持
し
続
け
て
い
く
た
め
、
お
市

の
方
と
い
う
存
在
を
必
要
と
し
、
生
存

説
を
作
り
上
げ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
越
前
・
近
江（
滋
賀
県
）の
県
境
、
柳
ヶ
瀬
峠

（
刀
根
越
え
）に
近
接
し
て
築
か
れ
た
山
城
。
賤

ケ
岳
の
戦
い
の
際
、
勝
家
が
本
陣
と
し
た
。

玄
蕃
尾
城

（
敦
賀
市
刀
根
）

城
№12

げ
ん
　
ば
　
　
お

「柴田勝家画像」
（福井市立郷土歴史博物館蔵）

「浅井長政夫人画像」（部分）
（滋賀県立安土城考古博物館蔵）

信
長
の
安
土
城
に
も
劣
ら
ぬ

柴
田
勝
家
の

　

 
北
庄
城

　

主
君
・
織
田
信
長
の
安
土
城
と
並
ぶ
豪

壮
雄
大
な
城
郭
、
北
庄
城
を
築
い
た
柴
田

勝
家
。
勝
家
は
、
信
長
の
有
力
家
臣
と
し

て
知
ら
れ
、
天
正
3
年（
1
5
7
5
）8

月
、
越
前
国
に
て
城
地
を
占
定
す
る
と
直

ち
に
築
城
に
か
か
り
、
同
4
年
お
よ
び
6

年
に
再
度
の
修
理
を
行
っ
て
城
郭
を
拡
大

し
て
い
っ
た
。
同
9
年
頃
に
も
工
事
続
行

中
と
み
え
て
、
同
年
4
月
に
布
教
の
た
め

北
庄
を
訪
れ
た
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
の
本
国
宛
の
書
翰
に「
此
城
は
甚
だ
立

派
で
今
大
き
な
工
事
を
し
て
居
り
」と
あ

り
、
ま
た
、
城
や
家
々
の
屋
根
は
石
で
葺

い
て
あ
っ
て
美
し
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

勝
家
の
越
前
国
の
治
政
は
9
年
間
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
越
前
・
近
江
国
境
の
栃

ノ
木
峠
を
開
削
し
、
信
長
の
安
土
城
へ
と

通
じ
る
最
短
ル
ー
ト
と
な
る
街
道
を
整
備

す
る
な
ど
、
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も

力
を
注
い
だ
。

　

天
正
11
年（
1
5
8
3
）4
月
21
日
、

賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
羽
柴
秀
吉
に
敗
れ
た
勝

家
は
、
近
江
国
か
ら
自
ら
が
整
備
し
た
街

道
を
敗
者
と
し
て
下
る
こ
と
と
な
っ
た
。

途
中
、
賤
ケ
岳
の
戦
い
で
勝
家
を
裏
切
っ

た
府
中（
越
前
市
）の
前
田
利
家
を
訪
ね
た

が
、
背
信
を
責
め
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま

で
の
働
き
に
礼
を
述
べ
た
と
い
う
。
同
年

4
月
24
日
、
北
庄
城
に
帰
っ
た
勝
家
は
、

一
族
を
集
め
、
最
後
の
酒
宴
を
催
し
た

後
、
火
を
放
ち
、
妻
・
お
市
の
方（
信
長

の
妹
）と
と
も
に
自
害
。
壮
麗
な
城
は
灰

名
だ
た
る
武
将
に

愛
さ
れ
た

絶
世
の

美
女
お
市

　

戦
国
時
代
き
っ
て
の
美
人
と
し
て
、
ま

た
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ

ン
と
し
て
知
ら
れ
る
お
市
の
方
。
お
市
の

方
は
、
天
文
16
年（
1
5
4
7
）に
織
田

信
長
の
妹
と
し
て
、
尾
張
国（
愛
知
県
）

に
生
ま
れ
た
。
お
市
の
方
は
、
信
長
の
命

で
、
永
禄
10
年（
1
5
6
7
）、
近
江
国

（
滋
賀
県
）の
小
谷
城
主
・
浅
井
長
政
に
嫁

ぎ
、
三
人
の
娘（
後
の
淀
殿（
茶
々
）、
常

高
院（
初
）、
崇
源
院（
江
））と
二
人
の
息

子
を
も
う
け
た
。

　

信
長
の
越
前
攻
め
に
端
を
発
し
た
戦
い

で
、
夫
・
長
政
と
死
別
し
た
後
、
お
市
の

方
と
三
姉
妹
は
実
家
の
織
田
家
に
引
き
取

ら
れ
る
が
、
天
正
10
年（
1
5
8
2
）6

月
2
日
の
本
能
寺
の
変
で
、
明
智
光
秀
に

兄
・
織
田
信
長
が
討
た
れ
、
同
年
6
月
27

日
の
清
洲
会
議（
尾
張
の
清
洲
城
で
信
長

の
正
統
な
後
継
者
と
遺
領
配
分
を
決
め
た

会
議
）に
お
い
て
、
お
市
の
方
と
織
田
家

筆
頭
家
老
・
柴
田
勝
家
と
の
再
婚
が
決
定

さ
れ
、
越
前
国
へ
と
移
っ
た
。
し
か
し
、

天
正
11
年（
1
5
8
3
）4
月
21
日
の
賤
ヶ

岳
の
戦
い
に
て
、
勝
家
は
羽
柴（
豊
臣
）

秀
吉
に
攻
め
ら
れ
、
勝
家
と
と
も
に
越
前

北
庄
城
で
自
害
。
37
歳
だ
っ
た
。
戦
乱
の

世
に
翻
弄
さ
れ
た
お
市
の
方
。「
さ
ら
ぬ

だ
に
打
ち
ぬ
る
程
も
夏
の
夜
の 

別
れ
を

誘
う
時
鳥
か
な（
時
鳥（
ほ
と
と
ぎ
す
）は

あ
の
世
か
ら
の
鳥
と
い
う
け
れ
ど
、
そ
う

で
な
く
て
も
寝
て
い
る
は
ず
の
夏
の
夜
に
、

こ
の
世
か
ら
の
別
れ
を
告
げ
て
い
る
よ
う

だ
）」と
の
辞
世
の
句
が
哀
し
く
残
る
。

北庄城本丸跡周辺から福井市内を流れる足羽川に架けられた九十九
橋（つくもばし）。「諸国名勝奇覧 ゑちぜんふくゐの橋」（福井県立美術
館蔵）

北庄城址・柴田公園内のお市の娘・茶々、初、江 三姉妹の像

北
庄
城

（
福
井
市
中
央
）

城
№13

き
た
の
し
ょ
う

燼
に
帰
し
た
。

　

勝
家
の
死
後
、
秀
吉

は
、
前
田
利
家
を
先
蜂
と

し
て
加
賀（
石
川
県
）に
攻
め

入
り
、
勝
家
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
小
松
城

や
尾
山
城
を
受
け
取
り
、
一
帯
を
制
圧
す

る
と
と
も
に
、
佐
久
間
盛
政
や
滝
川
一
益

な
ど
反
秀
吉
派
の
武
将
に
対
し
極
刑
も
し

く
は
厳
し
い
処
罰
を
与
え
た
。
こ
の
時
か

ら
飛
躍
的
に
秀
吉
の
支
配
権
が
拡
大
し
、

事
実
上
の
信
長
の
後
継
者
と
な
っ
て
い
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

勝
家
時
代
の
北
庄
城
本
丸
跡
は
、
城
址

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
石
垣
の
一
部
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勝
家
を
祭
神

と
し
て
祀
る
柴
田
神
社
が
隣
接
す
る
。

勝
家
の
命
日
に
は

　
　

何
か
が
起
こ
る
！

伝

お
市
生
存
説
！？

伝
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湊
之
城
は
南
北
朝
期
、新
田
義
貞
の

重
臣（
新
田
四
天
王
の
一
人
）・
畑
六
郎
左

衛
門
時
能
が
築
城
。か
つ
て
天
台
宗
寺

院
・
千
手
寺
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、千

手
寺
城
と
も
言
う
。直
下
に
は
町
並
み
、

遠
く
は
日
本
海
、周
囲
の
山
々
を
も
見

渡
す
こ
と
が
で
き
る
。戦
闘
に
備
え
て
寺

を
城
塞
化
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、戦
国

時
代
に
は
、現
在
の
2
倍
の
高
さ
だ
っ
た

そ
う
だ
。
朝
倉
氏
の
支
城
と
し
て
、家

臣
・
桜
井
新
左
衛
門
が
居
城
し
た
と
伝
わ

る
。現
在
は
、城
址
を
示
す
標
柱
が
観
音

堂
前
に
建
っ
て
い
る
。

知
将 

明
智
光
秀 

再
起
の
地
への
想
い

　

本
能
寺
の
変
を
起
こ
し
、
織
田
信
長

の
生
涯
が
描
か
れ
る
ド
ラ
マ
に
は
必
ず

登
場
す
る
武
将
、
明
智
光
秀
。
彼
が
55

年
の
人
生
の
約
5
分
の
1
を
福
井（
越

前
）の
地
で
送
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

　

光
秀
に
つ
い
て
は
謎
が
多
い
が
、
一

説
で
は
、
享
禄
元
年（
1
5
2
8
）、
美

濃
国（
岐
阜
県
）明
智
城
に
明
智
光
鋼

（
諸
説
あ
り
）の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
15

歳
で
元
服
す
る
と
、
美
濃
の
戦
国
大
名
、

斎
藤
道
三
に
仕
え
た
。
26
歳
の
時
、

妻
・
熙
子（
ひ
ろ
こ
）と
結
婚
す
る
が
、

弘
治
2
年（
1
5
5
6
）、
道
三
を
倒
し

た
斎
藤
義
龍（
道
三
の
嫡
男
）に
攻
め
ら
れ
、

明
智
城
は
落
城
。
29
歳
の
時
、
光
秀
は
美

濃
国
か
ら
油
坂
峠（
福
井
県
と
岐
阜
県
の
県

境
）を
越
え
て
越
前
に
逃
亡
し
た
。
落
ち
着

き
先
は
、
称
念
寺
の
門
前
だ
っ
た
。
あ
ば

ら
屋
で
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
な
が
ら
も

再
起
を
窺
っ
て
い
た
。

　

光
秀
が
35
歳
の
時
、
転
機
が
訪
れ
る
。

加
賀
の
一
向
一
揆
が
越
前
に
襲
来
し
た
際
、

光
秀
は
朝
倉
軍
に
与
し
、
智
才
を
活
か
し

て
勝
利
に
貢
献
。
こ
れ
を
機
に
、
朝
倉
義

景
の
客
臣
と
し
て
一
乗
谷
に
迎
え
ら
れ
た
。

こ
れ
が
縁
と
な
っ
て
、
光
秀
に
対
し
、
朝

倉
方
の
武
将
か
ら
、「
光
秀
の
居
宅
で
歌
会

を
」と
の
交
遊
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
極
貧
生
活
の
光
秀
に
は
、
彼
ら
を

も
て
な
す
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、

妻
・
熙
子
は
、
光
秀
の
た
め
に
自
分
の
大

切
な
黒
髪
を
売
っ
て
御
馳
走
の
準
備
を
し
、

歌
会
を
成
功
さ
せ
た
と
い
う
。
妻
の
懸
命

な
努
力
が
光
秀
の
仕
官
を
叶
え
た
の
だ
。

　

称
念
寺
に
は
、
こ
の
伝
承
を
聞
い
た
松

尾
芭
蕉
が
感
激
し
詠
ん
だ
句

　

月
さ
び
よ  
明
智
が
妻
の  

は
な
し
せ
む

が
碑
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。

中
世
日
本
の
海
運
の
要
だ
っ
た

越
前
の
湊

　

戦
国
時
代
、
特
に
珍
重
さ
れ
た
の
が
大

陸
か
ら
輸
入
さ
れ
た
唐
物
だ
っ
た
。
時
に

は
一
国
一
城
に
値
し
、
重
宝（
じ
ゅ
う
ほ

う
）や
名
物（
め
い
ぶ
つ
）と
言
い
な
が
ら
、

武
将
た
ち
は
争
っ
て
蒐
集
し
て
い
た
。

　

朝
倉
氏
も
曜
変
天
目
、
朝
倉（
本
能
寺
）

文
琳（
ぶ
ん
り
ん
）と
い
っ
た
茶
器
、
玉

　
（
ぎ
ょ
っ
か
ん
）筆
の
遠
浦
帰
帆
図（
え

ん
ぽ
き
は
ん
ず
）や
牧
渓（
ぼ
っ
け
い
）筆

の
洞
庭
秋
月（
ど
う
て
い
し
ゅ
う
げ
つ
）

と
い
っ
た
絵
画
な
ど
多
く
の
唐
物
名
物
を

所
持
し
て
い
た
と
さ
れ
、
室
町
幕
府
将

軍
・
足
利
義
政
の
御
物（
ぎ
ょ
ぶ
つ
）だ
っ

た
天
下
一
の
名
物「
九
十
九
な
す
」（
茶
入
）

も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

朝
倉
氏
が
唐
物
を
所
持
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
三
国
湊
、
ま
た
は
敦
賀
湊
を
通
じ

て
の
間
接
的
な
対
外
交
易
を
当
時
行
っ
て

い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

越
前
・
若
狭
は
日
本
海
交
通
に
お
い
て

重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
三
国
湊
は
、

日
本
最
古
の
海
商
法
規『
廻
船
式
目
』に
、

日
本
の
十
大
港
湾「
三
津
七
湊
」の
ひ
と

つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
早
く
か
ら
海
運
の

要
港
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
三
国

に
は
、
梶
、
前（
﨑
）、
安
島
の
3
つ
の
浦

も
あ
り
、
特
に
安
島
は
、
三
国
湊
と
と
も

に
日
本
海
航
路
の
要
と
な
る
津
浦
だ
っ
た
。

安
島
の
対
岸
に
あ
る
雄
島
に
は
、
古
く
か

ら
航
海
安
全
、
外
敵
防
御
の
守
護
神
と
し

て
の
大
湊
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。

　

三
国
湊
は
、
戦
国
期
で
は
河
野
・
今
泉

（
南
越
前
町
）の
両
浦
も
あ
わ
せ
て
、
日
本

海
沿
岸
各
地
と
越
前
国
内
を
結
び
付
け
る

窓
口
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
越
前
国

内
へ
の
輸
送
に
は
九
頭
竜
川
な
ど
の
河
川

を
使
い
、
河
野
・
今
泉
の
両
浦
か
ら
府
中

　
光
秀
は
美
濃
か
ら
逃
れ
た
後
、妻
子
を
仮
寓
さ

せ
な
が
ら
、自
ら
は
旅
に
出
て
、特
に
堺（
大
阪
府

堺
市
・
中
世
を
代
表
す
る
商
業
都
市
）で
は
火
縄

銃
を
使
い
こ
な
す
ま
で
と
な
っ
た
。朝
倉
家
に
は
鉄

砲
指
南
役
と
し
て
抱
え
ら
れ
、一
乗
谷
か
ら
京
へ
の

大
手
筋
に
当
た
る
こ
の
地
に
居
を
構
え
、妻
子
と

と
も
に
移
り
住
ん
だ
。光
秀
の
三
女
・ガ
ラ
シ
ャ（
後

の
細
川
忠
興
の
正
室
）が
誕
生
し
た
地
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

東
大
味
館

（
福
井
市
東
大
味
町
）

城
№14

ひ
が
し  

お
お 

　
み
　
や
か
た

　

そ
の
後
、
光
秀
40
歳
の
時
、

朝
倉
氏
に
見
切
り
を
つ
け
、
織
田
信

長
の
家
臣
と
な
っ
た
。
主
君
・
信
長
が
越

前
を
再
侵
攻
し
た
直
後
の
天
正
3
年

（
1
5
7
5
）、
光
秀
が
か
つ
て
朝
倉
家
に

仕
え
て
い
た
頃
に
住
み
過
ご
し
た
現
在
の

福
井
市
東
大
味（
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
の
南

西
）の
西
蓮
寺
に
対
し
、
猛
将
柴
田
勝
家
た

ち
か
ら
安
堵
状
が
出
さ
れ
た
。
安
堵
状
に

は
、〝
こ
の
寺
の
者
等
は
元
の
場
所
に
帰
っ

て
住
む
こ
と
〞、〝
理
不
尽
な
こ
と
を
言
う

者
が
い
れ
ば
、
そ
の
者
の
名
前
を
伝
え
よ
。

厳
罰
に
処
す
〞と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
光
秀
が
東
大
味
の
人
々
の
安
否
を
気
遣

い
、
勝
家
に
依
頼
し
て
出
状
さ
せ
た
も
の

で
、
こ
の
安
堵
状
の
お
か
げ
で
、
西
蓮
寺

は
保
護
さ
れ
、
住
民
は
無
事
に
生
活
で
き

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

逆
臣
、
裏
切
り
者
と
称
さ
れ
る
光
秀
だ

が
、
約
10
年
身
を
置
い
た
再
起
の
地
、
越

前
に
感
謝
し
、
住
民
を
思
い
や
る
姿
こ
そ

が
、
光
秀
の
本
当
の
素
顔
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
地
元
住
民
は
、
か
つ
て
の
光
秀
公

の
恩
義
を
忘
れ
ず
、
明
治
19
年（
1
8
8
6
）、

こ
の
場
所
に
小
さ
な
祠
を
建
て
て
明
智
神

社
と
し
た
。
こ
こ
に
長
い
年
月
極
秘
に
守

称念寺（坂井市丸岡町）の石碑

「絵本 豊臣勲功記」
（福井県立歴史博物館蔵）より、
後 ま々で語り継がれる、光秀と妻
との夫婦愛・黒髪伝説

り
続
け
て
き
た
光
秀

公
の
座
像
を
祀
り
、
毎
年
、

命
日
の
6
月
13
日
に
は
法
要

を
行
い
、
遺
徳
を
偲
ん
で
い
る
。

（
越
前
市
）へ
の
輸
送
に
は
陸
上
と
な
る

た
め
、
馬
借（
ば
し
ゃ
く
・
馬
に
荷
を
積

ん
で
運
ぶ
運
送
業
者
）が
使
わ
れ
た
。

　

一
方
で
、
敦
賀
湊
は
、
古
く
か
ら
日
本

海
中
部
以
西
、
大
陸
へ
も
つ
な
が
る
屈
指

の
良
港
で
あ
り
、
日
本
海
沿
岸
各
地
と
都

を
結
ぶ
中
継
地
と
し
て
、
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
た
。
諸
国
か
ら
敦
賀
湊
ま
で
運

ば
れ
た
荷
は
、
陸
揚
げ
さ
れ
、
馬
で
琵
琶

湖
北
岸
の
塩
津（
滋
賀
県
）ま
で
運
び
、
そ

こ
か
ら
大
津（
滋
賀
県
）ま
で
船
で
湖
上
を

行
き
、
大
津
か
ら
京
ま
で
は
再
び
馬
で
運

ば
れ
た
。

　

朝
倉
氏
は
、
こ
の
敦
賀
に
郡
司
を
置
い

て
、
こ
の
地
を
掌
握
。
朝
倉
宗
滴
を
は
じ

め
、
代
々
朝
倉
総
大
将
を
務
め
る
重
鎮
に

守
備
さ
せ
た
。

「越前三国湊風景之図」慶応元年（1865）（みくに龍翔館
蔵）幕末期の三国湊を九頭竜川左岸側から俯瞰した風景
図。多くの寺社とともに、川に沿って蔵と帆船がびっしりと描
きこまれ、この頃の繁栄の様子が伝わる

近江国石山寺の縁起や信仰を伝える、鎌倉時代末期
成立の「石山寺縁起絵巻」に描かれた馬借（石山寺
（滋賀県大津市）蔵）

「明智光秀像」
（本徳寺蔵）

〝
三
国
湊
城
〞と
も
呼
ば
れ
た

　
　
　
　
　

朝
倉
氏
の
城

伝

江戸時代中期頃の敦賀湊。周辺諸国からの入船や問屋が軒を並べる盛況ぶり
が伝わる「敦賀真景」の一部（敦賀郷土博物館蔵）
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　築城工事がうまく進まないために人柱を立てたという城にま
つわる伝説は、この丸岡城にも伝えられている。城下町に住む
片目の女が、人柱を募集していることを聞きつけ、「私が人柱と
なるかわりに、息子を武士に取り立ててください」と奉行に願い
出たそうだ。片目の女は奉行との約束を信じて人柱になり、城
は無事に完成したが、どういうわけか、息子は武士に取り立
ててもらえなかった。それからというもの、夏になると城の
堀（ほり）に藻が茂り、毎年一回刈らなければならな
い。そしてその日は決まって、しとしと雨が降り、
城の石瓦が青く見えたので、町の人々は「あら、
いとし、片目の女の涙雨」と愛おしんだ。また、町
の人々は、お城には片目の蛇が住んでいるとも言い
出し、それは片目の女の怨霊（おんりょう）だという。
戦国時代、丸岡城を攻めるために城を調べようと
すると、霞がかかり城を見ることができなくなった
というが、人々は、蛇が霞を吐いて城を守った
のだと信じて疑わなかったという。それから丸
岡城は「霞ケ城」と呼ばれるようになった。

丸岡城
（坂井市丸岡町）

城
№16

まる　 おか

　
八
幡
神
社（
敦
賀
市
三
島
町
）に
は
、敦
賀
城
跡
か
ら

出
土
し
た「
五
三
桐（
ご
さ
ん
の
き
り
）」の
家
紋
が
刻
ま

れ
た
鬼
瓦
が
残
っ
て
い
る
。五
三
桐
は
、秀
吉
が
豊
臣
姓

を
名
乗
り
五
七
桐（
ご
し
ち
の
き
り
）（
太
閤
桐
）を
使
う

前
に
用
い
て
い
た
家
紋
で
、大
谷
吉
継
が
自
身
の
家
紋

で
は
な
く
桐
紋
を
刻
ん
だ
の
は
、敦
賀
が
秀
吉
の
直
轄

地
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

大
谷
吉
継
の
忠
義
が
感
じ
ら
れ
る
。

激
動
の
歴
史
を

今
も
伝
え
る

丸
岡
城

　

現
存
す
る
天
守
閣
と
し
て
は
国
内
最

古
級
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
丸
岡
城
は
、
天
正
4
年

（
1
5
7
6
）、
一
向
一
揆
の
備
え
と
し

て
織
田
信
長
の
命
を
受
け
、
柴
田
勝
家

が
甥
の
勝
豊
に
築
か
せ
た
丘
の
上
の
平

城
で
あ
る
。
天
正
11
年（
1
5
8
3
）、

柴
田
勝
家
が
秀
吉
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ

た
後
は
、
越
前
国
は
丹
羽
長
秀
の
所
領

と
な
り
、
丸
岡
城
主
に
は
長
秀
の
娘
婿
・

青
山
宗
勝
を
置
い
た
。
後
年
、
福
井
藩

附
家
老
・
本
多
成
重
が
居
城
し
、
丸
岡
藩

と
し
て
独
立
し
た
。

　

こ
の
本
多
成
重
の
父
・
重
次
は
、
徳
川

家
康
の
三
河
時
代
を
支
え
た「
鬼
の
作
左

（
さ
く
ざ
）」と
の
異
名
を
持
つ
。
徳
川
家

に
家
康
の
祖
父
の
代
か
ら
歴
仕
し
、
永

禄
8
年（
1
5
6
5
）、
高
力
清
長
、
天

野
康
景
と
と
も
に
三
河
三
奉
行
に
取
り

立
て
ら
れ
た
。
重
次
は
、
物
事
に
妥
協

し
な
い
厳
し
い
性
格
で
、〝
仏
の
高
力
、

鬼
作
左
、
ど
っ
ち
で
も
な
い
天
野
〞と
評

さ
れ
た
と
い
う
。

　

現
在
、
丸
岡
城
の
一
角
に
、「
一
筆
啓

上　

火
の
用
心　

お
仙
泣
か
す
な　

馬

肥
や
せ
」の
名
文
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
天
正
3
年（
1
5
7
5
）、

重
次
が
長
篠
の
戦
い
の
戦
場
か
ら
妻
に

送
っ
た
手
紙
だ
っ
た
。
合
戦
を
控
え
て

の
便
り
は
、
後
に
憂
い
を
残
さ
ぬ
武
将

の
た
し
な
み
で
、
手
紙
に
登
場
す
る「
お

仙
」は
、
重
次
の
子
・
成
重（
幼
名
・
仙
千

代
）。
手
紙
に
は
、
家
を
守
り
、
家
族
を

愛
し
、
忠
義
を
尽
く
す
思
い
が
、
簡
潔

に
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
名
文
は
、
現
在
、
坂
井
市
が
全

国
か
ら
一
行
詩
を
募
集
す
る「
日
本
で
一

番
短
い
手
紙　

一
筆
啓
上
賞
」創
設
の
契

機
と
な
っ
た
。
平
成
5
年
か
ら
続
く「
一

筆
啓
上
賞
」。
本
多
氏
と
福
井
の
関
わ
り

は
、
今
も
続
い
て
い
る
。

乱
世
に
生
き
た
義
の
武
将

敦
賀
城
主 

大
谷
吉
継

　

敦
賀
城
は
、
天
正
11
年（
1
5
8
3
）、

信
長
家
臣
・
蜂
屋
頼
隆
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
。
頼
隆
は
、
信
長
が
横
死
し
た
本
能
寺

の
変
の
後
、
秀
吉
ら
と
と
も
に
主
君
の

仇
・
明
智
光
秀
討
伐
に
参
戦
し
、
そ
の
後

は
秀
吉
の
家
臣
と
な
っ
て
、
天
正
11
年

（
1
5
8
3
）4
月
の
賤
ケ
岳
の
合
戦（
柴

田
勝
家
と
羽
柴（
豊
臣
）秀
吉
と
の
対
決
）

で
も
活
躍
。
こ
の
武
功
に
よ
り
、
敦
賀
城

主
と
し
て
5
万
石
を
与
え
ら
れ
た
。
蜂
屋

氏
は「
羽
柴
」の
姓
を
授
か
り
、「
羽
柴
敦

賀
侍
従
」と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
織
田
家
臣
・
武
藤
氏
が
拠
点
と

し
て
い
た
花
城
山
城（
敦
賀
市
）を
廃
し
、

新
た
な
地
に
敦
賀
城
を
築
い
た
。

　

天
正
17
年（
1
5
8
9
）、
蜂
屋
頼
隆
が

秀
吉
の
九
州
遠
征
中
に
病
没
し
た
こ
と
か

ら
、
大
谷
吉
継
が
入
城
し
た
。

　

吉
継
は
秀
吉
の
側
近
と
し
て
活
躍
。
石

田
三
成
と
と
も
に
秀
吉
に
重
用
さ

れ
、
日
本
海
交
易
の
要
港
で
あ
り
北

国
の
物
資
の
集
散
地
で
あ
っ
た
越
前
国

敦
賀
城
主
と
な
る
と
、
町
並
み
を
整
備

し
、「
太
閤
板
」の
輸
送
を
す
る
な
ど
、

物
資
調
達
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化

し
た
。
ま
た
、
地
場
産
業
の
育
成
に
も

尽
力
し
、
敦
賀
商
人
た
ち
に
特
権
を
与

え
て
商
業
活
動
を
活
発
に
し
、
近
世
敦

賀
町
の
基
礎
を
築
い
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
の
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
で
も
、
船

舶
の
調
達
、
物
資
輸
送
の
手
配
な
ど
で
手

腕
を
発
揮
し
、
勲
功
を
立
て
た
。
秀
吉
亡

き
後
、
豊
臣
政
権
存
続
を
賭
け
て
の
徳
川

家
康
と
の
対
決
、
慶
長
5
年（
1
6
0
0
）

の
関
ケ
原
の
戦
い
に
お
い
て
、
石
田
三
成

と
と
も
に
奮
戦
し
た
が
、
小
早
川
秀
秋
の

謀
叛
な
ど
に
よ
り
、
大
谷
隊
は
壊
滅
し
、

吉
継
は
戦
場
に
て
自
刃
し
た
。

　
現
在
、敦
賀
城
跡
に
は
、敦
賀
市
西
小
学
校
内

に
石
碑
が
あ
る
ほ
か
、敦
賀
市
内
の
真
願
寺
や
八

幡
神
社
境
内
に
礎
石
が
残
っ
て
い
る
。吉
継
ゆ
か

り
の
品
々
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。敦
賀
城
は
元

和
元
年（
1
6
1
5
）の
一
国
一
城
令
に
よ
り
全
国

に
幾
多
あ
る
城
同
様
に
廃
城
。そ
の
跡
地
に
は
敦

賀
藩
の
奉
行
所
等
が
建
て
ら
れ
た
。な
お
、敦
賀

は
明
治
の
廃
藩
置
県
で
敦
賀
県
に
な
り
、敦
賀
城

跡
に
県
庁
が
置
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。そ
の
後
、

敦
賀
は
滋
賀
県
入
る
が
、後
に
福
井
県
へ
と
移
っ

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

敦
賀
城

（
敦
賀
市
松
島
町
）

城
№15

つ
る
　
が

大谷吉継の陣
「関ヶ原合戦図屏風」（一部）（関ヶ原町歴史民俗資料館蔵）

大谷吉継の像（みなとつるが山車会館）

来迎寺（敦賀市松島町）にある敦賀城裏門から
移築された門

吉
継
の
忠
義
を
感
じ
る

　
　
　

敦
賀
城
の
鬼
瓦

伝

霞ヶ城とも呼ばれる所以伝
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幸
若
大
夫
の
祖
は
、
桃
井
直
詮（
も

も
の
い
な
お
あ
き
）で
、
童
名
を
幸
若

丸
と
い
っ
た
。
母
は
越
前
の
藤
島
某
の

娘
、
祖
父
は
南
北
朝
期
、
南
朝
方
に
味

方
し
て
敗
れ
、
比
叡
山
に
身
を
隠
す
。

そ
こ
で
幸
若
丸
は
祖
父
と
と
も
に
密
か

に
武
事
を
習
っ
た
。
そ
の
余
暇
に「
八

島
軍
記
」と
い
う
草
子
に
節
を
つ
け
て

朗
吟
す
る
と
、
天
性
の
美
声
と
絶
妙
の

音
調
が
聴
く
者
を
感
嘆
さ
せ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
が
御
上
に
聞
こ
え
、
召
さ
れ

て
曲
を
奏
し
た
と
こ
ろ
感
心
さ
れ
た
う

え
で
桐
菊
の
御
紋
を
賜
り
、
か
つ
36
冊

の
本
に
節
を
付
け
る
よ
う
仰
せ
ら
れ
た
。

幸
若
丸
は「
祖
父
は
一
国
の
領
主
で
あ
り
、

わ
た
し
の
代
に
な
っ
て
音
曲
家
に
な
る

の
は
武
門
の
恥
で
あ
る
」と
辞
退
。
し

か
し
御
上
は「
お
前
の
家
は
末
代
に
至
っ

て
も
芸
人
と
は
し
な
い
か
ら
音
曲
を
廃

す
る
な
」と
重
ね
て
仰
せ
ら
れ
た
。
幸

若
丸
は
固
辞
し
難
く
、
年
久
し
く
白
山

権
現
に
こ
も
っ
て
い
る
と
、
あ
る
日
、

八
島
曲
中
ホ
ロ
ロ
の
一
節
を
悟
り
、
こ

れ
は
神
助
で
あ
る
と
大
い
に
喜
ん
だ
と

い
う
。
こ
の
後
、
御
上
に
召
さ
れ
、
こ

の
曲
を
奏
し
た
と
こ
ろ
、
御
感
の
あ
ま

り
幸
若
音
曲
の
名
称
を
賜
り
、
末
代
ま

で
諸
大
夫
に
す
る
旨
を
仰
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
よ
り
、
幸
若
音
曲
の
名
が
天
下
に

知
ら
さ
れ
た
と
い
う
。

彌美神社（美浜町宮代）の「王の舞」
若狭を中心に今でも毎年春に奉納され
る「王の舞」。大地に潜む悪霊を鎮め、
豊作豊漁を祈る舞だと言われている

鎌倉時代から続く正月翁神事「水海の田楽能舞」（池田町水海）
天下安全・五穀豊穣を祈念して舞われる「翁神事」は、神事芸能のなか
でも特別に神聖な舞。かつて翁神事や演能が行われた村では、現在、
春を迎える祭礼、「お面様祭り」などを行い、多くのお面様を祀るとともに
当年の豊作と安穏、そして一家の繁栄を祈念している

年中行事絵巻（模本）（明治時代 京都市立芸
術大学芸術資料館蔵）　平安時代末期の宮
廷や貴族の間で行われる儀式や神事といった
年中行事を描いたもの。王の舞や田楽、巫女に、
鉾や神輿などが描かれている

「若狭能倉座の神事能」（若狭町
南前川）　若狭猿楽の伝統を受
け継ぐ倉座の神事能は「一人翁」
が特徴。宇波西神社や彌美神社
の風祈能などで演じられている

「大森の睦月神事」（福井市大森町）
毎年奉納されていた舞（田遊び）。米
俵4俵の上に戸板をのせた舞台で幼
少年が舞う

「廣嶺神社獅子頭」
（鎌倉時代 廣嶺神社蔵）
小浜市千種の廣嶺神社に残
る獅子頭。中世には、この獅
子頭を用いた獅子舞が行わ
れていたと考えられる

福通寺（越前町朝日）の「敦盛」
の一節を描いた算額
福通寺には幸若舞にゆかりの
深い「梵鐘」も伝わっている

中
世
に
花
開
き

武
将
た
ち
に
愛
さ
れ
た

多
彩
な
舞

　

天
下
泰
平
、
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
、

ま
た
は
感
謝
を
神
に
伝
え
、
神
と
交
歓

す
る
場
と
な
る
神
事
は
、
地
域
の
伝
統

行
事
と
し
て
今
も
い
く
つ
か
残
り
伝

わ
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
神
事
か
ら
華
や
か
な
民
衆
芸

能
が
生
み
出
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、

も
と
も
と
は
、
奈
良
時
代
に
大
陸
か
ら

渡
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
が
、
日
本

古
来
の
演
技「
俳
優（
わ
ざ
お
ぎ
）」と
融

合
し
、
猿
楽
に
発
展
し
た
と
の
説
も
あ

る
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

あ
る
も
の
も
上
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
並

行
し
て
、
大
き
な
寺
院
で
奉
納
さ
れ
る
神

事
で
の
舞
、
営
農
に
関
係
し
た
田
楽
の
舞

が
共
存
し
た
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
寺

社
や
大
名
の
援
助
の
も
と
、
各
地
で
発
展

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

越
前
・
若
狭
で
は
、
中
世
以
来
、
各
地

で
、
田
楽
、
王
の
舞
、
獅
子
舞
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
た
。

　

特
に
越
前
で
は
、

室
町
時
代
に
能
が
大
成
さ
れ
る
以
前
か

ら
、
猿
楽
が
相
当
発
達
し
て
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
多
く
の
能
面
が
製
作
さ

れ
、
中
央
で
も
名
の
通
る
著
名
な
猿
楽
面

製
作
者（
面
打
）や
猿
楽
者
を
輩
出
し
た
。

そ
の
伝
統
は
、
平
泉
寺
の
僧
で
あ
り
能
面

師
で
も
あ
っ
た
三
光
坊
へ
と
伝
わ
り
、
江

戸
時
代
の
能
面
師
三
大
家
系（
越
前
出
目

家
、
近
江
井
関
家
、
大
野
出
目
家
）へ
と

継
承
さ
れ
た
。

　

越
前
猿
楽
は
、
応
仁
の
乱
後
に
越
前
国

主
と
な
っ
た
朝
倉
孝
景
に
よ
っ
て
保
護
奨

励
さ
れ
、
中
央
の
猿
楽
一
座
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
で
芸
を
磨
き
水
準
を
高
め
て

い
っ
た
。
近
世
に
入
っ
て
編
纂
さ
れ
た

『
近
代
四
座
役
者
目
録
』に
お
い
て
わ
ざ
わ

ざ「
越
前
者
」を
項
立
て
す
る
ほ
ど
、
こ

の
時
代
の
能
の
な
か
で
も
特
別
な
位
置
を

占
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

中
世
末
期
に
は
、
舞
い
な
が
ら
節
を
付

け
て
語
っ
て
い
く
曲
舞（
く
せ
ま
い
）が

武
士
の
間
で
流
行
し
た
。
越
前
を
拠
点
と

し
た
幸
若
舞（
こ
う
わ
か
ま
い
）は
、
大

き
な
勢
力
を
持
っ
た
曲
舞
の
一
派
で
、
早

く
か
ら
他
の
曲
舞
と
は
別
格
の
扱
い
を
受

け
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
都
で
の
名

声
と
と
も
に
朝
倉
氏
の
庇
護
を
受
け
、
さ

ら
に
朝
倉
氏
滅
亡
後
も
戦
国
大
名
と
の
結

び
付
き
が
強
く
、
天
正
3
年（
1
5
7
5
）

に
は
一
向
一
揆
殲
滅
の
た
め
に
越
前
の
豊

原
寺（
坂
井
市
）に
陣
を
取
っ
た
織
田
信

長
の
前
で
も
幸
若
が
舞
っ
た
記
録
が
残
っ

て
い
る
。
信
長
の
幸
若
好
き
は
有
名
で
、

特
に「
敦
盛
」を
好
み
、
自
ら
も
舞
っ
た

と
い
う
。
幸
若
舞
の
始
祖
・
桃
井
直
詮

は
、
信
長
や
柴
田
勝
家
、
丹
羽
長
秀
、
豊

臣
秀
吉
ら
か
ら
も
知
行
を
拝
領
し
、
後
年

は
江
戸
幕
府
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
芸
能
者

と
し
て
は
破
格
の
待
遇
を
受
け
た
。

　

若
狭
に
お
い
て
は
、
14
世
紀
に
は
、
猿

楽
者
は
気
山
座
や
倉
座
な
ど
の
座
に
所
属

し
活
動
し
て
い
た
。
座
の
長
は
楽
頭
職

（
が
く
と
う
し
き
・
特
定
の
神
社
の
祭
礼

に
お
け
る
猿
楽
上
演
の
独
占
と
義
務
を
持

つ
者
）を
保
持
し
、
神
事
猿
楽
を
舞
っ
て

礼
銭
を
得
る
権
利
を
領
主
か
ら
保
証
さ
れ

て
い
た
。
楽
頭
職
を
手
に
入
れ
た
座
は
、

隆
盛
を
極
め
た
と
い
う
。

　

若
狭
国
主
武
田
元
光
や
武
田
氏
家
臣
・

粟
屋
元
隆
な
ど
は
、
こ
う
し
た
文
化
人
を

被
官
と
し
て
登
用
し
、
若
狭
と
京
都
の
連

絡
役
に
し
て
い
た
。
中
央
と
の
結
び
付
き

を
深
め
、
若
狭
の
能
の
文
化
は
い
っ
そ
う

大
き
く
花
開
く
こ
と
に
な
る
。
隣
国
丹
後

国
に
お
い
て
も
、
細
川
幽
斎
・
忠
興
を
中

心
と
す
る
高
度
な
能
楽
文
化
の
一
翼
を

担
っ
た
の
は
、
若
狭
か
ら
流
れ
込
ん
だ
武

士
た
ち
だ
っ
た
と
い
う
。

「洛中洛外図屏風」（国立歴史民俗博物館蔵）に描かれた能舞台
中世、大名の城館や寺社には能舞台が設置されていた。戦国大名
朝倉氏の城館にも、日常生活の場と区別し儀式を執り行う空間が設
けられ、小規模ながらも能舞台が設置されていたという

幸
若
舞
と
幸
若
丸

伝
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「紙本金地著色南蛮図屏風」（左隻）（神戸市立博物館蔵）に描かれた南蛮船からの象など

京
の
北
の
玄
関
口

　
　 

若
狭
国

　

若
狭
国
は
京
に
近
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
文
化
が
行
き
交
っ
た
地
。
小
浜
湊
と
い

う
天
然
の
良
港
を
持
つ
小
浜
は
日
本
海
交

易
の
中
心
と
し
て
栄
え
、
応
永
15
年

（
1
4
0
8
）に
は
南
蛮
船
が
着
岸
し
、
積

ん
で
い
た
象
や
孔
雀
な
ど
の
珍
奇
な
動
物

を
ひ
と
月
か
け
て
京
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
。

　

京
へ
通
じ
る
道
は
、
若
狭
街
道
と
呼
ば

れ
る
、
朽
木（
く
つ
き
）街
道（
若
狭
の
九

里
半
街
道
か
ら
近
江
国
に
入
り
、
朽
木
峠

を
越
え
る
ル
ー
ト
）、
鞍
馬（
く
ら
ま
）街

道（
近
江
国
と
の
国
境
・
針
畑
峠
を
越
え

る
ル
ー
ト
）、
長
坂
街
道（
丹
波
国
を
通
る

ル
ー
ト
）の
3
系
路
で
、
い
ず
れ
も
馬
借

を
使
っ
た
。
ま
た
九
里
半
街
道
か
ら
西
近

江
路
は
、
琵
琶
湖
の
湖
上
舟
運
を
利
用
す

る
な
ど
し
て
物
資
を
運
搬
し
た
。

　

戦
国
期
の
若
狭
に
は
、
網
や
漁
場
を
管

理
・
運
営
し
た
大
網
・
枕
網
・
大
戸
網
と

称
す
る
惣
中（
そ
う
ち
ゅ
う
・
村
の
自
治

組
織
）が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
網
漁
が
相

当
発
展
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
地
の
鱈
、

鯛
、
エ
イ
、
鮑
、
サ
ザ
エ
な
ど
の
魚
貝
は

「
美
物（
び
ぶ
つ
）」と
称
さ
れ
、
都
の
武

家
や
公
家
か
ら
珍
重
さ
れ
た
。
若
狭
国
を

治
め
て
い
た
武
田
氏
も
、
将
軍
家
へ
の
初

物
や
歳
暮
な
ど
の
た
め
に「
美
物
」を
調

達
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
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海に突き出た半島を巧みに利用した高浜城

　
天
ヶ
城
城
主
・
内
藤
氏
の
一
族
、

内
藤
国
高
が
初
代
城
主
。
若
狭
武
田

氏
5
代
元
光
ま
で
の
3
代
に
わ
た
り

仕
え
、
武
田
家
重
臣
の
中
で
も
屈
指

の
武
将
だ
っ
た
と
伝
わ
る
。
軍
事
面

で
も
粟
屋
氏
と
並
ぶ
戦
闘
集
団
を
持

ち
、
若
狭
中
枢
部
で
大
き
な
勢
力
を

誇
っ
て
い
た
。

後
瀬
山
城

（
小
浜
市
青
井
）

　
若
狭
武
田
氏
5
代
元
光
が
家
督
を
継
い
だ
頃

よ
り
強
固
な
城
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
後
瀬
山

に
築
城
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
城
主
は
元
明

が
永
禄
10
年（
1
5
6
7
）に
越
前
へ
拉
致
さ
れ

る
ま
で
の
4
代
46
年
間
、
若
狭
守
護
の
本
城
と

し
て
存
続
し
た
。
天
正
元
年
以
降
は
、
若
狭
国

主
と
な
っ
た
丹
羽
長
秀
、
浅
野
長
政
、
木
下
勝

俊
な
ど
が
居
城
。
慶
長
5
年（
1
6
0
0
）に
京

極
高
次
が
若
挟
国
を
治
め
る
こ
と
と
な
り
、
新

た
に
海
に
面
し
た
地
に
小
浜
城
が
築
か
れ
る
と

後
瀬
山
城
は
廃
城
と
な
っ
た
。

城
№17

の
ち
　 

せ
　 

や
ま

高
浜
城

（
高
浜
町
事
代
）

　
平
山
城
と
水
城
を
兼
ね
た
斬
新
な
縄
張
り
の
高
浜

城
は
、
北
・
東
・
西
の
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
立
地

的
に
は
海
城
の
要
素
も
備
え
て
い
た
。
逸
見
氏
は
後

年
、
水
軍
を
軍
事
力
の
中
心
に
据
え
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
水
軍
を
活
か
し
、
巻
き
返
し
を
図
る
た
め
に
築

か
れ
た
城
と
の
説
が
あ
る
。「
高
浜
八
穴
」の
ひ
と
つ
、

明
鏡
洞
が
あ
る
城
山
公
園
に
城
跡
が
あ
り
、
そ
の
山

上
に
濱
見
神
社
が
あ
る
。

城
№20

た
か
　
は
ま

箱
ヶ
岳
城

（
若
狭
町
堤
）

城
№19

は
こ
　
が
　
た
け

天
ヶ
城

（
小
浜
市
羽
賀
）

　
粟
屋
氏
や
逸
見
氏
な
ど
と
並
ぶ
若
狭
武
田
氏
重

臣
・
内
藤
勝
行
が
居
城
。
内
藤
氏
は
織
田
信
長
に
通

じ
て
お
り
、
元
亀
元
年（
1
5
7
0
）の
信
長
の
越

前
侵
攻
に
際
し
て
は
、
若
狭
国
の
他
の
武
将
と
と
も

に
県
境
近
く（
若
狭
町
熊
川
）ま
で
信
長
を
出
迎
え

て
い
る
。
以
後
、
丹
羽
長
秀
の
手
に
属
し
、
各
地
を

転
戦
。
朝
倉
没
後
の
天
正
3
年（
1
5
7
5
）8
月

に
は
、
信
長
軍
の
水
軍
と
し
て
越
前
の
浦
々
を
攻
撃

し
た
。
一
方
、
若
狭
国
内
で
は
武
田
家
臣
同
士
の
所

領
争
い
が
過
熱
し
、
各
所
に
お
い
て
戦
い
が
繰
り
返

さ
れ
、
こ
の
城
も
例
外
な
く
戦
場
と
な
っ
た
。

城
№18

て
ん
　
が

「
皴
韋
包
仏
一
枚
胴
具
足
」

（
伝
松
の
丸
殿
着
用
）（
個
人
蔵
）

武
田
元
明
の
正
室
・
京
極
竜
子

着
用
と
し
て
伝
わ
る
具
足

乱
世
に
翻
弄
さ
れ
た

名
門
武
家 

若
狭
武
田
氏

若
狭
武
田
氏
重
臣

逸
見
氏
の
城

　

若
狭
国
は
、
京
に
近
い
と
い
う
地
理
的

条
件
か
ら
も
、
中
央
の
要
請
を
受
け
、
た

び
た
び
国
外
出
兵
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

若
狭
守
護
職
・
武
田
氏
の
初
代
・
信
栄

は
、
永
享
12
年（
1
4
4
0
）、
室
町
幕
府

6
代
将
軍
足
利
義
教
の
密
命
で
、
一
色
義

貫
暗
殺
を
果
た
し
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
若

狭
国
守
護
職
を
与
え
ら
れ
た
。
信
栄
は
若

狭
小
浜
を
拠
点
と
し
て
若
狭
を
統
治
し
よ

う
と
し
た
が
、
病
に
て
若
く
し
て
没
し
た

た
め
、
弟
・
信
賢
が
若
狭
統
治
の
基
盤
を

築
い
た
。

　

若
狭
武
田
2
代
信
賢
の
時
代
に
は
、
大

膳
大
夫（
だ
い
ぜ
ん
だ
ゆ
う
・
官
職
、
大

膳
職
の
長
官
）の
名
乗
り
を
許
さ
れ
、
丹

後
国
守
護
も
兼
務
。
さ
ら
に
4
代
元
信
か

ら
は
、
伊
豆
守
を
兼
任
し
、
一
族
の
中
で

は
最
も
高
い
位
に
ま
で
上
り
つ
め
た
。
し

か
し
、
国
内
統
治
は
安
定
せ
ず
、
土
一
揆

や
反
乱
な
ど
苦
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
5
代
元
光
が
そ
の
家
督
を

継
い
だ
後
も
若
狭
周
辺
は
騒
乱
の
渦
中
で
、

海
賊
や
丹
後
勢
の
乱
入
、
武
田
家
臣
の
中

で
も
最
大
勢
力
を
誇
る
粟
屋
氏
の
謀
叛
な

ど
、
内
外
と
も
に
緊
迫
し
た
状
況
が
続
い

た
。
一
方
で
そ
の
頃
は
、
若
狭
武
田
氏
全

盛
期
と
も
言
え
る
時
代
で
、
幕
府
防
衛
軍

と
し
て
有
力
家
臣
の
逸
見（
へ
ん
み
）氏

や
粟
屋
氏
を
中
心
に
、
時
に
は
集
合
・
編

成
す
る
な
ど
し
て
、
隣
国
京
都
に
た
び
た

び
出
陣
し
た
。
ま
た
、
元
光
は
大
永
2
年

（
1
5
2
2
）、
後
瀬
山
に
本
城
を
築
き
、

丹
後
国
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
な
が
ら
も
、

麓
の
武
田
館
で
は
、
茶
会
や
歌
会
を
催
し

た
と
い
う
。
文
武
両
道
の
武
将
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
6
代
信
豊
と
7
代
義
統
の
間

で
争
い
が
起
こ
り
、
信
豊
が
大
敗
す
る
と
、

代
々
若
狭
武
田
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
逸
見

昌
経
は
若
狭
武
田
氏
を
攻
撃
。
若
狭
武
田

氏
は
、
越
前
国
主
・
朝
倉
氏
の
援
助
な
し

で
は
若
狭
国
の
統
治
を
続
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
若
狭
武
田
氏
は
8
代
元
明
が
最

後
と
な
る
が
、
元
明
が
朝
倉
義
景
に
よ
っ

て
越
前
に
拉
致
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

武
田
氏
家
臣
の
多
く
が
織
田
信
長
の
配
下

と
な
っ
た
。

　

天
正
元
年（
1
5
7
3
）、

信
長
が
朝
倉
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
こ

と
で
、
武
田
元
明
は
一
乗
谷
を
攻
め
た

若
狭
衆
に
よ
っ
て
若
狭
に
帰
還
し
た
が
、

神
宮
寺（
小
浜
市
）に
蟄
居
さ
せ
ら
れ
、

若
狭
の
守
護
職
の
復
権
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
。
同
年
に
若
狭
国
は
、
柴
田
勝
家
と
並

ぶ
猛
将
と
し
て
知
ら
れ
る
丹
羽
長
秀
に
与

え
ら
れ
た
。

　

元
明
は
、
神
宮
寺
で
妻
・
京
極
竜
子
と

と
も
に
暮
ら
し
、
伝
承
で
は
子
を
も
う
け

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
神
宮
寺
近
く
に
は
、

竜
子
が
産
所
や
産
湯
に
使
っ
た
と
い
う
場

所
が
今
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

天
正
10
年（
1
5
8
2
）、
織
田
信
長

の
討
伐
の
た
め
明
智
光
秀
が
挙
兵
し
た

本
能
寺
の
変
に
お
い
て
、
元
明
は
光
秀

に
加
担
す
る
。
こ
こ
で
丹
羽
長
秀
居
城

の
佐
和
山
城
を
攻
撃
し
た
こ
と
か
ら
、

秀
吉
や
丹
羽
長
秀
の
逆
鱗
に
触
れ
、
自

害
さ
せ
ら
れ
た
。
妻
・
竜
子
は
や
が
て
秀

吉
の
側
室
と
な
っ
て
竜
子
自
身
の
生
家

で
あ
る
京
極
家
の
再
興
に
尽
力
。
関
ヶ

原
の
合
戦
の
後
、
竜
子
の
兄
弟
・
京
極
高

次
に
若
狭
一
国
が
与
え
ら
れ
、
名
門
京

極
家
を
再
興
し
た
の
だ
っ
た
。

　

若
狭
武
田
氏
は
強
力
な
家
臣
団
を
編
成
し
、

応
仁
・
文
明
の
乱
の
京
都
の
戦
い
に
出
陣
。
そ

の
武
田
軍
の
主
要
部
隊
で
あ
っ
た
の
が
逸
見
一

族
だ
っ
た
。

　

逸
見
一
族
は
、

砕
導
山
城（
さ
い

ち
や
ま
じ
ょ
う
・

高
浜
町
）を
拠
点

と
し
て
活
躍
し

た
が
、
武
田
元

信
の
家
臣
で
あ

り
な
が
ら
も
隣

国
・
丹
後
国
の
守
護
代
・
延
永
氏
と
組
ん
で
若

狭
を
攻
め
る
な
ど
度
々
謀
叛
を
起
こ
し
た
。
天

文
7
年（
1
5
3
8
）6
月
に
も
再
び
武
田
氏

に
反
乱
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
永
禄
4
年

（
1
5
6
1
）に
は
若
狭
武
田
氏
の
重
臣
・
粟

屋
氏
と
組
ん
で
、
当
時
の
若
狭
守
護
・
武
田
義

統
と
朝
倉
氏
連
合
軍
と
の
合
戦
に
及
ん
だ
。

こ
の
時
、
砕
導
山
城

は
落
城
し
た
が
、
逸

見
氏
は
永
禄
8
年

（
1
5
6
5
）高
浜
城

を
築
き
、
こ
れ
を
本

拠
地
と
し
た
。
元
亀

元
年（
1
5
7
0
）、

織
田
信
長
の
越
前
侵

攻
以
降
は
、
昌
経
が
亡
く
な
っ
た
天
正
９
年

（
１
５
８
１
）ま
で
信
長
の
与
力
と
し
て
各
地

を
転
戦
し
た
。

「武田元光画像」
（発心寺蔵）

　箱ヶ岳城の地域では栽培しないものがある。それは、
城主が合戦の最後を華 し々く飾ろうと馬でこの地を降
りて奮戦した際、シャクという瓢箪に似たつる草が馬の
脚にからみつき、馬とともに転倒。そこを鑓で突かれ、は
かなく戦死してしまったという伝説から、土地の人々は
今でも瓢箪を栽培しないそうだ。

　神社には、平安時代末期から鎌倉時代初期の作とされる「雨乞鐘」と
も呼ばれる和鐘がある。干ばつが続くとこの鐘を海辺に運び出し、海中
に浸けると雨が降ると伝わっている。もともと姉妹の鐘だったが、姉鐘
は沖合に沈んでおり、妹鐘を鳴らすと姉鐘を慕って「アネゴーン」と悲
しい響きで鳴くという。

この地では瓢箪を
　　　栽培しない！？伝逸見昌経の遷宮と伝わる

　 佐伎治神社の「雨乞鐘」伝
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若
狭
武
田
氏
重
臣
・
粟
屋
勝
久
が
居
城
。
信
長
、

秀
吉
、
家
康
の
三
英
傑
を
迎
え
入
れ
た
難
攻
不

落
の
城
。

　
国
吉
城
は
防
衛
の
た
め
、付
近
の
峠
の
麓
に
水
を
流

す
こ
と
で
た
ち
ま
ち
濠
に
な
っ
た
と
伝
わ
る
。ひ
と
り
の

娘
が
機
織
り
機
を
背
中
に
負
っ
て
椿
峠
を
越
そ
う
と
し

た
時
、池
一
面
に
は
氷
が
張
っ
て
い
た
。娘
が
渡
り
か
け
る

と
氷
が
割
れ
、機
織
り
機
と
と
も
に
水
の
中
に
沈
ん
で

し
ま
っ
た
。そ
れ
以
後
、池
の
中
か
ら
機
を
織
る
音
が
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。村
人
た
ち
は
娘
を
憐
れ
に
思

い
、碑
を
建
て
て
供
養
し
た
と
こ
ろ
、機
織
り
の
音
は
し

な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。人
々
は
こ
の
池
を「
機
織
り
池
」

と
呼
び
、娘
を
祀
っ
て
機
織
姫
神
社
を
建
て
た
と
さ
れ

る
が
、今
は
そ
の
名
残
は
な
い
。

　
攻
め
上
が
る
朝
倉
勢
を
迎
え
撃
つ
粟
屋
勢
は
、籠
城

戦
に
備
え
、城
中
に
石
地
蔵
や
石
卒
塔
婆
、板
碑
を
多

く
運
び
込
み
、そ
れ
ら
を
籠
城
中
に
朝
倉
勢
め
が
け
て

投
下
し
た
。国
吉
山
上
か
ら
の
石
弾
は
、お
そ
ら
く
籠

城
し
た
10
年
を
通
じ
て
2
千
個
は
下
ら
な
か
っ
た
だ
ろ

う
と
さ
れ
、後
に
国
吉
城
は「
投
げ
石
城
」と
も
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

若
狭
国
吉
城

（
美
浜
町
佐
柿
）

わ
か
　  

さ   

く
に
　 

よ
し

「具注暦（ぐちゅうれき）」（おおい町暦会館蔵）
具注暦には、季節や年中行事、吉凶などを示す言葉（暦注）
が記されている

「伊予札段替二枚胴具足」（田邊半太夫
家具足）（若狭国吉城歴史資料館所蔵）
国吉城主粟屋越中守の家人・田邊半太
夫家に伝来した具足。田邊氏は国吉城
に籠城し、朝倉氏の攻撃に対して応戦し
活躍した

陰
陽
道
を
伝
え
る

安
倍
家

朝
倉
氏
と
の
10
年
に
及
ぶ

籠
城
戦
を
耐
え
抜
い
た

難
攻
不
落
の

国
吉
城

　

古
代
、
日
本
に
は
、
中
国
の
陰
陽
思
想

や
占
術
な
ど
を
元
に
、
仏
教
や
神
道
の
要

素
も
取
り
込
ん
だ
日
本
独
自
の
陰
陽
道
と

い
う
思
想
が
あ
っ
た
。

　

陰
陽
道
の
祖
・
安
倍
晴
明
は
、
呪
符
や

人
形
を
使
っ
て
驚
異
的
な
呪
術
を
展
開
し

た
と
言
わ
れ
、
陰
陽
師
と
し
て
名
声
を
極

め
た
。
そ
の
宗
家
・
安
倍
家（
土
御
門
家
）

は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
の
相
次
ぐ
戦
乱
、

京
の
荒
廃
に
よ
っ
て
、
若
狭
武
田
氏
の
重

臣
・
粟
屋
氏
の
援
助
を
受
け
名
田
庄（
お

お
い
町
）に
疎
開
し
、
3
代
に
わ
た
り
移

り
住
ん
だ
。
慶
長
5
年（
1
6
0
0
）に

帰
洛
す
る
ま
で
約
1
0
0
年
間
、
名
田
庄

を
暦
造
り
の
拠
点
と
し
、
こ
の
地
に
留
ま

り
な
が
ら
も
中
央
の
諸
祭
祀
を
行
っ
た
と

い
う
。
陰
陽
道
は
、

豊
臣
政
権
下
で
は
弾
圧
さ
れ

安
倍
氏
は
流
罪
に
な
り
、
秀
吉
の

命
に
よ
り
貴
重
な
資
料
や
施
設
が
破
壊
さ

れ
た
が
、
太
平
の
世
と
な
っ
た
江
戸
時
代

に
入
る
と
、
徳
川
家
康
の
庇
護
に
よ
り
、

安
倍
家
は
再
び
絶
頂
期
に
入
る
。
明
治
政

府
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で「
土
御
門

神
道
」と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

名
田
庄
に
は
、
現
在
も
土
御
門
館
の
跡

と
陰
陽
道
祭
祀
・
儀
式
の
場
で
あ
る
天
壇

が
存
在
す
る
。
ま
た
、
敦
賀
市
相
生
町
の

晴
明
神
社
社
殿
内
に
は
、
安
倍
晴
明
が
陰

陽
道
の
研
究
に
使
っ
た
と
い
う「
祈
念
石
」

が
あ
る
。

　

若
狭
国
と
越
前
国
と
の
国
境
防
衛
拠
点

と
な
っ
た
国
吉
城
。
南
北
朝
期
の
古
戦
場

と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
特
に
、
越
前
・

若
狭
の
統
一
を
狙
っ
て
若
狭
に
攻
め
入
ろ

う
と
す
る
朝
倉
氏
の
軍
勢
を
10
年
近
く
に

わ
た
っ
て
撃
退
し
続
け
、
壮
絶
な
籠
城
戦

を
展
開
し
た
粟
屋
勝
久
の
武
勇
伝
は
、
今

も
地
域
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

織
田
信
長
の
最
初
の
越
前
侵
攻
は
元
亀

元
年（
1
5
7
0
）4
月
。
家
康
や
秀
吉

な
ど
と
と
も
に
近
江
か
ら
越
前
に
入
っ
た

信
長
の
軍
勢
を
若
狭
軍
勢
が
出
迎
え
、
膳

部
山
城
主
・
松
宮
玄
蕃
の
居
城
に
て
一
夜

を
明
か
し
、
国
吉
城
に
入
城
し
た
。
粟
屋

勝
久
は
城
の
手
前
の
倉
見
峠
で
時
の
覇

者
・
信
長
を
出
迎
え
て
い
る
。
2
日
ほ
ど

逗
留
し
、
こ
の
間
、
信
長
に
同
行
し
て
い

た
秀
吉
が
列
席
し
た
皆
の
前
で
粟
屋
氏
の

籠
城
戦
に
ふ
れ「
自
分
も
あ
や
か
り
た
い
」

と
讃
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
時
の
天
筒
山
城
、
金
ケ
崎
城
攻
め
で

は
、
諮
ら
ず
も
信
長
の
義
弟
・
浅
井
長
政

の
裏
切
り
に
よ
り
退
去
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
態
と
な
っ
た
。

安倍家ゆかりの地にて今も行われる儀式
「土御門祈祷祭」
おおい町名田庄にて毎年8月開催される
「星のフィエスタ」では、平安時代の「星占
い」の儀式が厳かに再現されている

　

天
正
元
年（
1
5
7
3
）、
信
長
に
よ
る

再
度
の
越
前
進
攻
・
朝
倉
討
伐
は
、
刀
根

坂
か
ら
越
前
・
一
乗
谷
へ
。
粟
屋
勝
久
は
、

一
乗
谷
一
番
乗
り
の
武
勲
を
挙
げ
た
と
伝

わ
る
。
こ
の
時
、
勝
久
は
若
狭
国
の
逸
見

氏
と
と
も
に
数
百
艘
の
兵
船
で
出
立
、
三

国
の
海
岸
に
上
陸
し
、
陸
路
を
北
上
し
て

進
攻
し
て
き
た
明
智
光
秀
勢
と
合
流
。
途

中
の
河
野
城
を
攻
め
落
と
し
、
馬
借
街
道

か
ら
府
中
に
入
っ
て
、
そ
の
勢
い
で
一
乗星の動きを知る「渾天儀」

（おおい町暦会館蔵）

谷
に
殺
到
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
勝
久

の
朝
倉
討
伐
・
一
乗
谷
の
戦
利
品
は
、
近

隣
の
寺
院
な
ど
に
今
も
残
っ
て
お
り
、
西

福
寺（
敦
賀
市
）に
は
、
朝
倉
氏
居
城
の

一
乗
谷
か
ら
移
築
さ
れ
た
と
伝
わ
る
阿
弥

陀
堂
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

勝
久
は
、
そ
の
後
、
信
長
家
臣
、
さ
ら

に
秀
吉
家
臣
と
し
て
各
地
を
転
戦
し
活
躍

し
た
。
国
吉
城
跡
麓
の「
若
狭
国
吉
城
歴

史
資
料
館
」で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
や

発
掘
調
査
出
土
品
を
展
示
。
模
型
や
写
真
、

パ
ネ
ル
で
国
吉
城
と
そ
の
城
下（
美
浜
町

佐
柿
）に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

城
№21〝

投
げ
石
城
〞
と

　
　
　
呼
ば
れ
る
所
以

伝
国
吉
城
の

　
濠
に
ま
つ
わ
る
悲
話

伝
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村
岡
山
城

（
勝
山
市
村
岡
町
）

　
平
泉
寺
近
く
の
村
岡
山（
御
立
山
）に
は
、
平

泉
寺
と
対
立
し
た
一
向
一
揆
勢
が
築
い
た
城
跡

が
今
も
残
っ
て
い
る
。
勝
利
し
た
一
向
一
揆
勢

が
こ
の
村
岡
山
を「
勝
山（
か
ち
や
ま
）」と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
現
在
の
地
名
の
由
来

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

城
№22

む
ろ
　
こ
　 

や
ま

中
世
の
巨
大
宗
教
都
市

平
泉
寺
の

栄
枯
盛
衰

　

中
世
に
は
、
戦
国
大
名
と
対
等
な
力

を
持
っ
た
寺
社
が
あ
っ
た
。
領
地
拡
大

に
励
み
、
学
術
、
武
術
、
技
術
に
加
え

て
財
力
を
も
備
え
る
強
大
な
力
。
養
老

元
年（
７
１
７
）、
修
行
僧
・
泰
澄
に
よ
っ

て
開
か
れ
た
と
さ
れ
る
平
泉
寺
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
、
比
叡
山

延
暦
寺
の
末
寺
と
し
て
国
家
鎮
護

の
権
威
を
ふ
る
い
、
さ
ら
に
は
武

士
の
争
い
に
乗
じ
、
優
勢
勢
力
と

結
び
付
く
な
ど
勢
力
を
拡
大
。
寺

社
は「
夜
討
ち
・
強
盗
の
輩
」が
逃

げ
込
む
ア
ジ
ー
ル（
避
難
所
）に
も

な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
影
響
か

ら
寺
僧
た
ち
も
武
装
化
し
、
軍
事

力
を
強
め
て
い
っ
た
。

　

経
済
面
で
は
、
広
大
な
所
有
地

を
も
と
に
収
納
し
た
米
銭
を
有
効

活
用
し
、
金
融
活
動（
高
利
貸
）を
営
ん

で
い
た
。
越
前
加
賀
を
ま
と
め
る
ほ
ど
の

実
力
が
備
わ
る
こ
と
で
助
勢
を
申
し
出
る

者
も
多
く
、
他
の
勢
力
に
対
し
て
時
に
は

協
力
し
、
時
に
は
裏
切
り
を
繰
り
返
し
な

が
ら
寺
運
隆
盛
を
歩
ん
だ
。

　

越
前
で
の
戦
い
で
は
、
平
泉
寺
が
味
方

し
た
方
が
勝
利
す
る
と
い
う
歴
史
が
繰
り

返
さ
れ
、
境
内
拡
充
、
伽
藍
建
造
、
坊
院

の
充
実
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
で
、
朝
倉

氏
の
拠
点
で
あ
る
一
乗
谷
と
と
も
に
栄
華

を
誇
る
こ
と
に
な
る
。

　

朝
倉
孝
景
が
全
国
で
も
っ
と
も
早
く
戦

国
大
名
に
な
り
得
た
の
は
、
そ
の
背
後
に

平
泉
寺
と
い
う
巨
大
な
力
が
あ
っ
た
こ
と

が
大
き
い
と
も
言
え
る
。

　

自
立
し
た
支
配
権
を
保
障
さ
れ
た
平
泉

寺
。
さ
ら
に
朝
倉
氏
の
権
力
を
利
用
し
て

勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
の
だ
が
、
朝
倉
氏

が
織
田
信
長
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
よ
う
に

な
る
と
、
朝
倉
氏
を
裏
切
っ
て
攻
撃
し

た
。
さ
ら
に
比
叡
山
焼
き
討
ち
か
ら
２
年

後
、
勢
い
に
乗
っ
た
信
長
の
軍
勢
に
よ
り

一
乗
谷
は
灰
燼
に
帰
し
、
朝
倉
義
景
は
最

後
に
平
泉
寺
を
頼
っ
た
が
裏
切
ら
れ
、
大

野
に
落
ち
て
自
刃
。
つ
い
に
朝
倉
氏
は
滅

亡
し
た
。

　

そ
の
時
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、

天
正
2
年（
１
５
７
４
）に
一
向
一
揆
勢

が
越
前
に
な
だ
れ
込
ん
で
く
る
。
朝
倉
氏

が
築
き
、
信
長
が
継
承
し
て
い
た
武
士
に

よ
る
戦
国
大
名
的
支
配
秩
序
を

解
体
し
た
の
は
、
こ
の
国
中
で

起
こ
っ
た
一
揆
だ
っ
た
。
生
き

残
っ
て
い
た
朝
倉
氏
旧
臣
を
こ

と
ご
と
く
攻
撃
。
や
が
て
平
泉

寺
も
そ
の
大
波
に
飲
み
込
ま
れ
、

一
揆
方
の
屈
強
の
決
死
隊
に

よ
っ
て
陥
落
す
る
。
一
揆
の
と

こ
ろ
か
ま
わ
ぬ
放
火
に
よ
っ
て
、

平
泉
寺
は
全
山
焼
失
し
た
。
そ

の
後
、
意
気
上
が
る
一
向
一
揆

勢
は
、
越
前
の
大
谷
寺
や
永
平

寺
を
は
じ
め
と
す
る
非
本
願
寺
派
寺
社

を
次
々
と
焼
き
討
ち
し
、
越
前
の
嶺
北

地
域
を
支
配
下
に
収
め
る
こ
と
で
、
越

前
は
加
賀
と
同
じ
く「
一
揆
持
ち
」の
国

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
願
寺
の
統
制
下
に
置
か
れ

自
立
し
た
領
国
形
成
の
思
惑
は
外
れ
、
一

揆
と
の
対
立
を
生
む
。

「中宮白山平泉寺境内図」
（平泉寺白山神社所蔵）
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住職が織田の軍勢から身を隠し
たと伝わる岩の割れ目。小原道場
(勝山市北谷町小原)近くに残る

顕如堂と呼ばれる「木吉道場」
(福井市吉山町)
石山合戦時、時の本願寺11代
宗主顕如を援助し、多大なる功績
をあげたことを讃えられ、顕如直筆
による「帰命尽十方無碍光如
来」の尊号を下付されたことから
「顕如堂」と呼ばれる。蓮如上人
の名号も地域の宝物として保管
しているという

　天正年間、石山本願寺を信長の攻撃から守ろう
としていた本誓寺（石川県松任市）住職は、信長
の命を受けた柴田勝家の軍勢と戦い、敗れてこの
木根橋村にたどり着いた。追手が来ると、村人はこ
の住職を村一丸となってかくまい、この間に住職は
庵を結んで村人に仏法を広めたという。やがて信
長の軍勢が迫ってくると知らせを受け、さらに奥の
小原村へと逃れた。しかし、平泉寺の密告により、
ついに織田軍に捕らえられ殺害されてしまう。遺骸
は、小原・木根橋村の門徒衆によって丁重に葬ら
れ、両村に墓を建てた。後年、ここに道場を建て、
今に続いている。

「吉崎山古絵図」（照西寺蔵）

吉崎御坊跡（あわら市吉崎）

吉崎御坊に建つ
蓮如像

報恩講料理

戦
国
時
代
を
席
巻
し
た

一
向
一
揆
の
拠
点

本願寺と加賀一向一揆、
越前朝倉氏の動き
◉長禄元年（1457）
　蓮如が本願寺8代宗主となる。
◉寛正6年（1465）　
　蓮如は近江で精力的に布教活動を展開し、本願寺勢力
　を拡大するが、近江の比叡山延暦寺に本拠・大谷本願
　寺を破却され、各地を転 と々する。
◉応仁元年（1467）
　幕府管領家、将軍家の家督争い等が激化し、京都で応
　仁の乱が勃発。争いが各地に広がる。
◉文明3年（1471）
　蓮如が越前にて吉崎御坊を創建。同年越前国は朝倉
　孝景が事実上の国主となる。
◉文明5年（1473）
　南加賀の守護・富樫正親が、弟・幸千代との家督争いに
　敗れ、国外追放となる。
◉文明6年（1474）
　富樫正親が本願寺門徒と組んで武装蜂起。加賀一向
　一揆勃発。
◉文明7年（1475）
　富樫正親が蓮如ら本願寺門徒と対立。
　蓮如は越前を退去。
◉文明9年（1477）
　京都を中心に11年続いた応仁の乱が和睦の結果、西
　軍が解体され収束。
◉文明12年（1480）
　本拠・本願寺を京都山科に移す。
◉長享2年（1488）
　加賀において大規模な一向一揆発生。富樫正親は自害
　に追いやられる。
　以後100年近く加賀一国を門徒が統治。
◉延徳元年（1489）
　蓮如は本願寺宗主を実如に譲り、山科本願寺に隠居。
◉明応8年（1499）
　蓮如、山科本願寺にて死去。
◉永正3年（1506）
　本願寺宗主9代実如が、幕臣・細川政元の要請を受けて
　門徒に挙兵を命令。越前の九頭竜川で、一揆軍と朝倉
　宗滴を総大将とする朝倉軍が激突。この戦いで勝利した
　朝倉軍は、吉崎御坊をはじめ本願寺門徒の主要な寺院
　を破却した。しかし、朝倉氏と一向一揆との抗争は続く。
◉天文元年（1532）
　細川晴元と法華宗徒により本拠・山科本願寺が炎上。
　本願寺は大阪（石山御坊）が本拠となる。
◉天文4年（1535）　
　細川晴元と本願寺が和睦。晴元は翌年幕府管領となる。
◉永禄10年（1567）
　後の室町幕府最後の将軍・足利義昭のとりなしにより、
　越前朝倉氏5代義景が加賀一向一揆と和睦。
◉元亀2年（1571）
　朝倉義景の娘が本願寺教如と婚約。
◉天正元年（1573）
　信長による2度目の越前侵攻により、朝倉氏滅亡。その
　後まもなく、越前で一向一揆が蜂起。
◉天正2年（1574）
　織田信長により越前一向一揆鎮圧。
◉天正8年（1580）　
　本願寺11代宗主顕如が織田信長と和睦。しかし、信長
　家臣・柴田勝家らが和睦を破って加賀に進攻・鎮圧。加
　賀は信長のものとなり、約100年にわたる一向一揆の時
　代が終焉。

本願寺が降伏し、全国の門徒に対して武力蜂起
を停止させ、終結していった。

　
朝
倉
氏
の
戦
い
と
言
え
ば
、
領
土
拡
大

に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
向

一
揆
や
近
隣
大
名
と
の
争
い
、
内
紛
は
絶

え
間
な
く
続
い
て
い
た
。
特
に
一
向
一
揆

に
は
百
年
近
く
悩
ま
さ
れ
た
。

　
一
向
一
揆
は
、
親
鸞
聖
人
を
祖
と
す
る

浄
土
真
宗
本
願
寺
教
団
の
門
徒
が
主
体
と

な
っ
て
団
結
し
、
門
徒
の
国
を
創
建
す
べ

く
立
ち
上
が
っ
た
も
の
で
、
そ
の
起
因
と

な
っ
た
の
が
、
卓
越
し
た
カ
リ
ス
マ
性
で

民
衆
を
導
い
た
蓮
如
の
存
在
だ
っ
た
。

　
浄
土
真
宗
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
蓮
如

は
、
京
都
東
山
の
大
谷
本
願
寺
を
拠
点
と

し
て
精
力
的
な
布
教
活
動
を
実
施
。
こ
れ

に
よ
り
大
き
な
門
徒
集
団
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
蓮
如
の
す

す
め
る
浄
土
真
宗
の
教
義
を
認
め
な
い
比

叡
山
延
暦
寺
か
ら
弾
圧
さ
れ
、
大
谷
本
願

寺
を
破
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
各
地
を
流

浪
し
た
蓮
如
は
越
前
の
吉
崎
を
新
天
地
と

定
め
、
文
明
3
年（
1
4
7
1
）、
吉
崎
に

坊
舎
を
建
立
し
た
。

　
応
仁
の
乱
を
経
た
混
迷
の
時
代
に
、
蓮

如
は
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
一
般
民
衆
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
る「
御
文（
お
ふ
み
）」

を
使
っ
た
独
自
の
布
教
活
動
に
よ
り
勢
力

を
拡
大
。
吉
崎
は
参
詣
す
る
人
々
で
あ
ふ

れ
、
幾
千
万
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
坊
舎

の
周
囲
に
は
門
前
町
が
形
成
さ
れ
、
吉
崎

は
一
大
宗
教
都
市
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
大
勢
の
門
徒
の
な
か
に
は
、

他
の
神
仏
を
排
除
し「
阿
弥
陀
如
来
へ
の

念
仏
こ
そ
す
べ
て
」と
す
る
熱
烈
な
信
者

が
お
り
、
他
の
信
仰
勢
力
と
の
軋
轢
が
生

ま
れ
敵
視
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
侍
な
ど
本

願
寺
の
力
を
利
用
し

た
い
武
家
門
徒
が
年
貢
を
未
納
す
る
な

ど
、
領
主
と
の
対
立
を
引
き
起
こ
す
者
も

い
た
。

　
暴
走
し
て
い
く
門
徒
た
ち
を
何
度
諌
め

て
も
勢
い
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
蓮
如
の

想
い
と
は
裏
腹
に
、
信
仰
生
活
を
離
れ
た

門
徒
た
ち
に
よ
っ
て
一
向
一
揆
が
武
力
蜂

起
。
蓮
如
は
失
意
の
う
ち
に
吉
崎
を
退
去

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
4
年
間
の
滞
在

だ
っ
た
が
、
自
身
が
書
い
た「
南
無
阿
弥

陀
仏
」の
名
号
や
御
文
の
数
は
、
吉
崎
滞

在
中
が
最
も
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
村
々
に
は
、
信
者
が
集
ま
り
御
文
を
拝

読
し
話
し
合
う「
講（
こ
う
）」と
い
う
宗

て
い
た
。
永
正
3
年（
1
5
0
6
）の
九

頭
竜
川
の
大
戦
を
は
じ
め
、
一
向
一
揆
と

の
戦
い
は
当
時
の
二
大
勢
力
の
争
い
と

な
っ
た
。

　
朝
倉
氏
滅
亡
後
は
、
天
下
布
武
を
目
指

す
織
田
信
長
と
の
戦
い
と
し
て
、
新
た
な

局
面
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
信
長
没
後
の
豊
臣
政
権
の
下
で
、
天
正

19
年（
1
5
9
1
）に
本
願
寺
は
京
都
に

移
転
・
再
興
。
本
願
寺
だ
け
で
は
な
く
、

各
地
の
本
願
寺
寺
院
も
よ
う
や
く
勢
力
を

取
り
戻
し
て
い
っ
た
。
信
長
時
代
に
対
立

し
て
い
た
他
の
寺
院
も
同
様
の
庇
護
を
受

け
、
一
向
一
揆
に
よ
っ
て
打
ち
壊
さ
れ
た

平
泉
寺
も
秀
吉
に
よ
っ
て
復
興
し
た
。

　
一
方
で
本
願
寺
は
、
顕
如
を
継
い
で
本

願
寺
12
代
宗
主
と
な
っ
た
准
如
の
西
本
願

寺
と
、
徳
川
家
康
の
支
援
を
受
け
教
如
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
東
本
願
寺
と
の
二
つ

に
分
離
す
る
こ
と
と
な
り
、
教
如
と
准
如

に
よ
る
兄
弟
で
の
跡
継
ぎ
争
い
を
決
着
さ

せ
た
。
　

　
蓮
如
の
布
教
の
地
・
吉
崎
に
も
、
二
つ

の
本
願
寺
が
隣
り
合
わ
せ
で
存
在
し
て
い

る
。
京
都
同
様
、
東
本
願
寺（
真
宗
大
谷

派
吉
崎
別
院
）を「
お
ひ
が
し
さ
ん
」、
西

本
願
寺（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
吉
崎
別
院
）

を「
お
に
し
さ
ん
」と
呼
び
、
今
で
も
親

し
ま
れ
て
い
る
。

教
的
共
同
体
が
存
在
し
、
さ
ら
に
集
会
場

と
し
て
設
け
ら
れ
た
特
別
の
場
は「
道
場
」

と
言
い
、
道
場
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

と
、
本
願
寺
の
許
し
を
得
て「
寺
」に
な
っ

た
。
こ
の
組
織
化
が
強
靭
な
勢
力
と
な

り
、
一
向
一
揆
の
巨
大
な
力
の
源
と
な
っ

た
。
現
在
も
越
前
各
地
に
は
、
地
域
の
深

い
信
仰
心
と
連
帯
を
象
徴
す
る「
講
」や

「
道
場
」が
残
り
、
報
恩
講
や
お
斎（
お
と

き
・
会
食
、
報
恩
講
料
理
と
し
て
も
知
ら

れ
る
）な
ど
、
地
域
の
大
切
な
行
事
と
し

て
今
も
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
隣
国
の
加
賀
で
は
文
明
6
年

（
1
4
7
4
）に
一
向
一
揆
が
蜂
起
し
、
門

徒
た
ち
と
加
賀
国（
石
川
県
南
部
）守
護
・

富
樫
幸
千
代
、
そ
の
兄
・
政
親
と
の
対
立

が
続
い
た
。
長
享
2
年（
1
4
8
8
）、
高

尾
城（
石
川
県
金
沢
市
）に
て
正
親
が
討

た
れ
る
と
、
加
賀
国
は
一
揆
持
ち
の
国
と

な
っ
た
。

　
そ
の
頃
の
越
前
国
は
、
一
乗
谷
を
拠
点

と
す
る
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
領
国
に
な
っ

木根橋道場（勝山市北谷町木根橋）

信仰の拠点となった道場伝
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　山城は、戦国乱世に備えて越前朝倉氏が手を加えた
とも言われ、一乗谷城のように山上の郭を多くの堀切、竪
堀・畝状竪堀が取り巻く堅固な造りになっている。天正元
年（1573）の織田信長による朝倉氏討伐時に廃城と
なった。

　その昔、織田信長が北陸を攻略して永平寺に攻め寄せた
時、時の禅師は修行僧が退避するまで待ってくれと願い出た。
信長はこれを許してその退散を待ったが、修行僧は終日出ても
その後が絶えない。さすがの信長も包囲を解いて帰ってしまっ
たという。この話は、永平寺の山門楼上に安置してある五百
羅漢が修行僧に化身して永平寺の難を救ったと伝えられ、十
六羅漢像の一つには、今も刀傷が残り血がにじんでいるとか。

　永平寺開祖・道元が辿ったと伝わる、入越して最初の道場
とした吉峰寺（永平寺町吉峰）から永平寺に続く道がある。戦
国時代の永平寺周辺は、朝倉氏の拠点・一乗谷にとって防
衛上重要な地であったことから、朝倉氏が永平寺と志比荘上
郷（永平寺町）の間の道を整備したとされ、その後も永平寺へ
と続く道はいくつか整備された。松尾芭蕉が吉崎から永平寺
へと旅した道もあり、その途中に芭蕉が立ち寄ったとされる永
平寺末寺・天竜寺門前に芭蕉塚が残っている。

波多野城
（花谷城）

城
№23

は　  た  　の

はなたに

日
本
一
の

曹
洞
宗
大
本
山

永
平
寺
と

創
建
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た

波
多
野
氏

　

南
北
朝
の
動
乱
期
、
天
皇
か
ら
日
本
曹

洞
宗
第
一
道
場
の
勅
額
を
賜
わ
り
、
江
戸

時
代
に
總
持
寺（
神
奈
川
県
）と
と
も
に

曹
洞
宗
大
本
山
と
な
っ
た
永
平
寺
。
す
で

に
鎌
倉
時
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
参

詣
し
た
と
さ
れ
、
布
薩
説
戒（
ふ
さ
つ

せ
っ
か
い
・
修
行
僧
が
戒
本
を
読
み
上
げ

抵
触
し
て
い
な
い
か
確
認
し
、
反
省
、
懺

悔
す
る
）の
儀
式
の
際
に
は
、
五
色
の
雲

が
境
内
の
中
央
の
正
面
障
子
に
た
な
び

き
、
人
々
が
見
物
に
訪
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
永
平
寺
の
開
祖
・
道
元
を
越
前
に

勧
誘
し
た
の
が
、
鎌
倉
幕
府
幕
臣
の
北
条

氏
家
臣
・
波
多
野
義
重
で
あ
っ
た
。
義
重

は
、
承
久
3
年（
1
2
2
1
）の
承
久
の

乱
で
活
躍
。
右
目
に
矢
を
受
け
な
が
ら
も

敵
に
矢
を
射
返
し
て
奮
戦
し
、
こ
の
時
の

恩
賞
と
し
て
越
前
国
志
比
庄（
永
平
寺
町
）

を
拝
領
。
こ
の
地
を
寄
進
す
る
な
ど
し
て

寺
院
建
立
に
貢
献
し
た
。
義
重
は
、
鎌
倉

御
家
人
の
在
京
人
と
し
て
中
央
で
活
躍
し

た
が
、
そ
の
子
孫
は
志
比
庄
の
館
に
在
住

し
た
。
館
の
周
辺
に
は
山
城
で
あ
る
波
多

野
城
が
整
備
さ
れ
、
今
も
そ
の
跡
が
確
認

で
き
る
。
波
多
野
氏
の
子
孫
は
代
々
、
永

平
寺
の
檀
家
筆
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
、
仏

殿
内
に
は
波
多
野
義
重
像
が
祀
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
永
平
寺
は
寛
元
2
年

（
1
2
4
4
）の
建
立
以
来
、
数
度
の
大
火

に
遭
う
も
、
そ
の
都
度
再
興
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
た
と
え
成
仏
し
た
と
し
て

も
、
さ
ら
な
る
成
仏
を
求
め
て
無
限
の
修

行
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
成
仏
の
本
質
で

あ
る
と
い
う「
修
証
一
如
」、
釈
迦
に
倣

い
、
た
だ
ひ
た
す
ら
坐
禅
に
打
ち
込
む
こ

と
が
最
高
の
修
行
で
あ
る
と
い
う「
只
管

打
坐（
し
か
ん
た
ざ
）」を
主
張
し
た
道
元

の
教
え
は
今
も
受
け
継
が
れ
、
永
平
寺
で

は
多
く
の
修
行
僧
や
雲
水
た
ち
が
読
経
と

座
禅
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
寺
内
に
は

道
元
が
中
国
か
ら
の
帰
国
後
に
初
め
て
著

し
た
宗
教
書「
普
勧
坐
禅
儀（
ふ
か
ん
ざ

ぜ
ん
ぎ
）（
附　

普
勧
坐
禅
儀
撰
述
記
）」

も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

永平寺の難を救った五百羅漢伝

永平寺へと続く道伝

「道元禅師図像」（宝慶寺蔵）



連続曲輪群連続曲輪群山上御殿群山上御殿群
三の丸

堀切二の丸
堀切

一の丸

横掘
土塁

千畳敷

宿直（とのい）

月見櫓

観音屋敷

赤淵神社

竪堀
畝状竪堀

土橋 伏兵穴群

堀切

畝状竪堀

絵図／前田光雄

室町時代後期の幕府体制

足利将軍家 政所執事

伊勢氏

奉行人

奉公衆

管領（三管）

御一門（御一家）

御相伴衆

侍所所司（四職）

鎌倉公方
（古河公方、堀越公方）

守護

諸大名の家格

　　　・
　　　・
　　　・

　8代　義政

　9代　義尚

 10代　義材
　　　 （義稙）

 11代　義澄

 12代　義晴

 13代　義輝

 14代　義栄

 15代　義昭
（室町幕府最後）

・細川氏（京兆家）
（摂津、丹波、讃岐、土佐）

・斯波氏（武衛家）
（越前、尾張、遠江）

・畠山氏（金吾家）
（紀伊、河内、越中）

吉良氏、渋川氏、
今川氏

一色氏、畠山氏、細川氏、
山名氏、赤松氏、京極氏、
大内氏
※朝倉氏（越前）など

国持衆

三職や京都奉行所の
庶家や畿内近国の
有力大名家
※富樫氏（加賀）も

山名氏、一色氏、
赤松氏、京極氏

手
段
選
ば
ぬ
下
剋
上

　

下
位
の
者
が
上
位
の
者
を
倒
し
て

上
下
関
係
を
侵
す
行
為
が
下
剋
上
。応

仁
の
乱
後
、騒
乱
は
全
国
に
飛
び
火
し

た
。文
明
3
年（
1
4
7
1
）、戦
国
大

名
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
朝
倉
孝
景
は

「
下
剋
上
の
元
祖
」と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

戦
国
時
代
の
ル
ー
ル

軍
規・軍
律

　

武
将
た
ち
が
手
柄
を
上
げ
よ
う
と
抜

け
駆
け
す
る
も
の
や
、規
律
を
守
ら
な
い

も
の
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
制
定
し
た

軍
規
・
軍
律
。さ
ら
に
越
前
朝
倉
氏
初

代
・
孝
景
は『
朝
倉
孝
景
条
々
』と
い
う

朝
倉
家
家
訓
を
も
っ
て
国
を
治
め
る
基

本
と
し
た
。

 

山
城

　

戦
略
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
整
備
す
る
戦
い

の
た
め
の
城
。尾
根
上
を
利
用
し
た「
天

然
の
要
塞
」。強
固
な
防
御
力
を
誇
る
が

住
む
に
は
不
便
。南
北
朝
か
ら
戦
国
時
代

ま
で
は
、城
と
言
え
ば
山
城
が
主
流
だ
っ

た
。朝
倉
氏
の
城
造
り
技
術
は
、「
築
城

記
」に
ま
と
め
ら
れ
、後
に
築
か
れ
た
他
国

の
山
城
の
手
本
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。『
築
城
記
』第
43
条
に「
山
城
に
は
竪

堀
し
か
る
べ
く
候
」と
記
述
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、一
乗
谷
城
に
は
、防
衛
の
た
め
の

畝
状
竪
堀
が
1
4
0
条
以
上
あ
る
。

 

平
山
城

　

領
地
を
治
め
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
な
ど
に
築
か
れ
た
城
。

戦
国
時
代
終
盤
か
ら
多
く
築
か
れ
た
。

「
丘
城
」と
も
呼
ば
れ
る
。石
垣
を
築
い
て

大
き
な
天
守
閣
を
持
つ
城
は
、大
名
の
権

威
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。丸
岡
城
が
こ
の

形
式
を
用
い
て
い
る
。

 

平
城（
ひ
ら
じ
ろ
）

　

平
地
に
築
か
れ
た
城
。戦
乱
が
落
ち
着

い
た
江
戸
時
代
初
期
に
多
く
築
か
れ
た
。

城
下
町
の
政
庁
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て

い
た
。福
井
城
が
平
城
に
あ
た
る
。中
世

は「
ひ
ら
じ
ょ
う
」と
呼
ん
で
い
た
。

 

水
城

　

河
川
や
海
、湖
の
水
辺
に
城
を
築
き
、

天
然
の
水
堀
と
し
て
防
御
力
を
高
め
た
。

浮
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。雲
浜
城
と
呼

ば
れ
た
小
浜
城
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

個
性
豊
か
な
城
の
形
式

当
時
の
城
を
4
つ
に
分
類

山
城
は
こ
の
よ
う
な

防
御
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
る
！

戦
国
大
名 

朝
倉
氏
の
始
ま
り
と
長
期
政
権
の
理
由

〝
戦
国
の
城
〞一
乗
谷
城
で
わ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
御
の
し
く
み
！

一乗谷に平和で華やかな文化が開花していたものの、各地の大名たちは天下取りに野心を燃やし、領地の奪い合いに明け暮れていた。戦において守りの要となる城の造りとは？
知ればますます歴史が面白くなる“戦国ふくい豆知識”を紹介！

ふくい戦国
豆知識

曲
輪（
く
る
わ
）　

　

山
肌
を
人
工
的
に
削
平
し
た
平
坦
地

で
、虎
口（
こ
ぐ
ち
）と
い
う
出
入
口
を
門

で
封
鎖
す
る
。中
心
的
な
曲
輪
は
、一
の

丸
・二
の
丸
・三
の
丸
と
い
っ
た
名
前
が
付

い
て
い
る
。主
要
な
と
こ
ろ
は
指
令
本
部

と
な
る
城
主
の
居
所
と
な
っ
て
、最
終
防

衛
線
と
な
る
と
こ
ろ
。

畝
状
竪
堀（
う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
）

　

斜
面
に
対
し
て
縦
に
造
ら
れ
た
堀
が

横
に
連
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
敵
の
侵

入
を
困
難
に
す
る
た
め
の
も
の
。一
乗

城
山
に
設
け
ら
れ
た
畝
状
竪
堀
の
数
は

約
１
４
０
条
あ
り
、日
本
最
多
級
と
言

わ
れ
て
い
る
。

堀
切（
ほ
り
き
り
）

　

屋
根
伝
い
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、

尾
根
を
遮
断
し
た
堀
を
言
う
。

伏
兵
穴（
ふ
く
へい
あ
な
）

　

侵
入
し
て
き
た
敵
を
不
意
打
ち
す
る

た
め
に
潜
む
穴
。

櫓（
や
ぐ
ら
）　

　

曲
輪
の
近
く
な
ど
に
建
て
て
物
見
や

攻
撃
が
で
き
る
。一
乗
谷
城
で
は「
月
見

櫓
」が
あ
る
。

千
畳
敷（
せ
ん
じ
ょ
う
じ
き
）　

　

山
上
に
近
い
山
腹
に
広
い
平
坦
地
を

造
っ
て
、大
き
な
館
を
建
て
た
と
こ
ろ
。

主
郭
と
し
て
城
主
の
居
所
と
な
る
と
こ

ろ
。馬

出（
う
ま
だ
し
）　

　

入
口
へ
の
侵
入
を
困
難
に
さ
せ
る
た

め
に
入
口
の
前
に
設
け
た
平
場
。射
撃

陣
地
と
し
て
の
防
御
の
ほ
か
、出
撃
に
も

使
用
。巨
大
な
も
の
も
存
在
す
る
。形

も
半
円
や
四
角
い
も
の
が
あ
る
。

三国

河
野
浦

敦
賀

安居城

織
田
城

杣山城

刀根坂

九里半越
針畑越

七
里
半
越

熊
川
城

小
浜
城

砕導山城

石山城

土御門館

尾内城（本郷）

丹後街道

丹
後
街
道

若狭街道

溝江館

北

陸

道

塩

津

街

道

美 濃 街 道

成
願
寺
城

東郷槇山城

三
峰
城

戌
山
城

湊之城越前・若狭の
主な城館跡

西
街
道

41 40

吉崎御坊→P.36

丸岡城→P.25

波多野城→P.39

木ノ芽峠城塞群→P.16

村岡山城→P.35

大野城→P.19

大瀧城→P.18

小丸城→P.18

堀江館→P.13

北庄城→P.20

真柄館→P.12

敦賀城→P.24

玄蕃尾城→P.20

若狭国吉城→P.32

府中城→P.18

金ヶ崎城→P.3

疋壇城→P.17

天ヶ城→P.31

高浜城→P.31
後瀬山城→P.31

箱ヶ岳城→P.31

大黒丸城→P.6

織田劔神社 水落神明社

大谷寺

豊原寺

永平寺→P.38 平泉寺→P.34

大瀧寺

一乗谷城、
朝倉館→P.7

気
比
神
宮

東大味館→P.22

木
ノ
芽
峠

越前・若狭には530余の中・近世
の城館跡が確認されている。今
回は、ガイドブックに掲載したもの
を中心に紹介。街道についても
主なもののみ掲載



観光ボランティアガイド一覧
福井県観光ボランティアガイド連絡協議会
〒910-0003 福井市松本3丁目16-10 福井県職員会館ビル1階 （公社）福井県観光連盟内 TEL.0776-23-3677お問い合わせ先

福井県内歴史系博物館一覧
※入館料及び休館日等については各施設までお問い合わせください。

施設名

吉崎御坊蓮如上人記念館

あわら市郷土歴史資料館

坂井市丸岡歴史民俗資料館

みくに龍翔館

福井県教育博物館

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

福井市立郷土歴史博物館

福井県立歴史博物館

福井県立美術館

福井市愛宕坂茶道美術館

福井市自然史博物館

福井市美術館「アートラボふくい」

福井県立こども歴史文化館

福井県立恐竜博物館

勝山城博物館

白山平泉寺歴史探遊館まほろば

大野市歴史博物館

福井県自然保護センター

鯖江市まなべの館

越前町織田文化歴史館

越前がにミュージアム

福井県陶芸館

越前古窯博物館

越前和紙の里　紙の文化博物館

越前市武生公会堂記念館

能楽の里歴史館

北前船主の館　右近家

敦賀郷土博物館

敦賀市立博物館

みなとつるが山車会館

若狭国吉城歴史資料館

若狭三方縄文博物館

福井県海浜自然センター

若狭鯖街道熊川宿資料館「宿場館」

若狭町歴史文化館

福井県立若狭歴史博物館

高浜町郷土資料館

おおい町立郷土史料館

おおい町暦会館

住所

あわら市吉崎1丁目901-1

あわら市春宮2丁目14-1

坂井市丸岡町霞町4-12

坂井市三国町緑ケ丘4-2-1

坂井市春江町江留上緑8-1

福井市安波賀町4-10

福井市宝永3丁目12-1

福井市大宮2-19-5

福井市文京3-16-1

福井市足羽1-8-5

福井市足羽上町147

福井市下馬3丁目1111

福井市城東1-18-21

勝山市村岡町寺尾51-11

勝山市平泉町平泉寺85-26-1

勝山市平泉寺町平泉寺66-2-12

大野市天神町2-4

大野市南六呂師169-11-2

鯖江市長泉寺町1-9-20

越前町織田153-1-8

越前町厨71-324-1

越前町小曽原120-61

越前町小曽原107-1-169

越前市新在家11-12

越前市蓬莱町8-8

池田町稲荷12-1

南越前町河野2-15

敦賀市三島町1丁目八幡神社内

敦賀市相生町7-8

敦賀市相生町7-6

美浜町佐柿25-2

若狭町鳥浜122-12-1

若狭町世久見18-2

若狭町熊川30-4-2

若狭町市場20-17

小浜市遠敷2-104

高浜町南団地1-14-1

おおい町成和2-1-1

おおい町名田庄納田庄111-7

連絡先

0776-75-2200

0776-73-5158

0776-67-0001

0776-82-5666

0776-58-2250

0776-41-2301

0776-21-0489

0776-22-4675

0776-25-0452

0776-33-3933

0776-35-2844

0776-33-2990

0776-21-1500

0779-88-0001

0779-88-6200

0779-87-6001

0779-65-5520

0779-67-1655

0778-53-2257

0778-36-2288

0778-37-2626

0778-32-2174

0778-32-3262

0778-42-0016

0778-21-3900

0778-44-8006

0778-48-2196

0770-22-1193

0770-25-7033

0770-21-5570

0770-32-0050

0770-45-2270

0770-46-1101

0770-62-0330

0770-62-2711

0770-56-0525

0770-72-5270

0770-77-2820

0770-67-2876

開館時間

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００

ＡＭ９：３０～ＰＭ６：００（最終入館はＰＭ５：３０まで）

ＡＭ８：３０～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

AM９：００～PM５：００（入館はPM4：30まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ７：００（１１/６～２/末はＰＭ５：００まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：１５（入館はＰＭ４：４５まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：１５（入館はＰＭ４：４５まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：１５（入館はＰＭ４：４５まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：３０～ＰＭ４：３０（入館はＰＭ４：００まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ４：００（日祝はＰＭ５：００まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ１０：００～ＰＭ６：００（入館はＰＭ５：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

AM９：００～PM５：００（入館はPM4：30まで）

ＡＭ９：30～ＰＭ５：００（入館はＰＭ4：３０まで）

ＡＭ１０：００～ＰＭ６：００（入館はＰＭ５：３０まで）

ＡＭ１０：００～ＰＭ４：００（土・日・祝のみ開館）（休館中）

ＡＭ９：００～ＰＭ４：００

ＡＭ９：００～ＰＭ４：００

ＡＭ１０：００～ＰＭ５：００

AM10：00～PM5：00（入館はPM4：30まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（１２～３月はＡＭ１０：００～ＰＭ４：３０）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（７/２１～８/３１はＰＭ６：００まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（冬期は変更あり）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ５：００（入館はＰＭ４：３０まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ６：００（入館はPM5：30まで）

ＡＭ９：００～ＰＭ４：００

※朝倉氏遺跡案内ボランティア（遺跡内を無料で案内 ※4～11月の土・日・祝日のみ）

※博物館ボランティア「とねりの會」（博物館横の養浩館庭園も無料で案内 ※要事前予約申し込み）

ア
リ
エ
ら
わ
あ
・
国
三
・
井
福

ボランティア名 予約可能人数 予約締切 料金
（ガイド1人あたり） 連  絡  先 受付時間 スタンダードコース

前
越
奥

ア
リ
エ

南

丹

ア

リ

エ

ア
リ
エ
狭
若
・
賀
敦

NPO法人
ボランティアガイド
きたまえ三国

無料
（ただし交通費
として1,500円）

旧岸名家
tel.0776-82-0947
fax.0776-82-7392

所要時間／各90分
高見順生家跡→金鳳寺→旧岸名家→三国湊町
  家館→旧森田銀行→元大野屋→松ヶ下西光寺
荒磯遊歩道→東尋坊→雄島

9：00～17：00
（水曜日休館日）1名様より 1週間前

永平寺町観光
ボランティアガイド
の会

無料
（ただし交通費
として1,000円）

永平寺町観光物産
協会
tel.0776-61-1188
fax.0776-61-1186

所要時間／60～90分
【60分】天竜寺→火薬局跡→お館の椿→
摂取寺→昌蔵寺→蓮光寺
【90分】門前街→寂光苑 【60分】吉峰地区→吉峰寺

8：30～17：30
（平日）

要相談 1週間前

吉崎語り部の会
1時間
1,000円
（7名まで）

あわら市吉崎公民館
tel.0776-75-1205
fax.0776-75-1205

所要時間／60～120分
吉崎御坊跡→越前・加賀県境→鹿島の森
細呂木関所跡→のこぎり坂→吉崎御坊跡
橘の宿跡→国境名号→のこぎり坂→蓮如街道→吉崎御坊跡

9：00～17：00
（月曜～金曜日）1名様より 10日前

勝山市観光
ガイドボランティア
クラブ

勝山市観光政策課
tel.0779-88-8117
fax.0779-88-1119

所要時間／60～120分　【70分】まほろば→平泉寺
白山神社　【120分】まほろば→平泉寺白山神社→
南谷発掘地　【60分】勝山まちなか名所・旧跡
【要相談】勝山左義長まつり

8：30～17：15
（月曜～金曜日）

原則として
2名以上
から

1週間前
無料
（ただし交通費
として1,000円）

河野
北前船主通り
案内の会

北前船主の館・
右近家
tel.0778-48-2196
fax.0778-48-2195

所要時間／90分
・右近家→西洋館→北前船主通り

9：00～16：00
（水曜日休館日）1名様より

1週間前
（ただし都合が
つけば受付
します）

1時間
1,000円

観光ボランティア
ガイド大野

1,000円
（20名まで）

（一社）大野市観光
協会
tel.0779-65-5521
fax.0779-65-8635

所要時間／90分
結ステーション→御清水→七間通り→寺町通り
→石灯籠地蔵尊→武家屋敷旧内山家

8：30～17：001名様より 1週間前

江市産業観光
ボランティアガイド
の会

無料
（ただし交通費
として1,000円）

（一社） 江観光
協会
tel.0778-52-2323
fax.0778-52-2324

所要時間／120分
JR 江駅→めがねミュージアム→舟津神社→王山古墳
→萬慶寺→誠照寺→西山公園→福鉄西山公園駅
※近松の里めぐり、うるしの里めぐりもご案内します。

9：00～18：001名様より 1週間前

越前かたりべの会
無料
（ただし交通費
として1,000円）

越前町商工観光課
tel.0778-34-8720
fax.0778-34-1236

所要時間／60～90分
【60分】越前陶芸村（陶芸公園）
【90分】越前岬→鳥糞岩→水仙ランド→梨子ヶ平千枚田
【60分】福通寺朝日観音→八坂神社

8：30～17：15
（月曜～金曜日）

2名様から 1週間前

越前市観光協会
ボランティア部会

無料
（ただし交通費
として1,000円）

（一社）越前市観光
協会
tel.0778-23-8900
fax.0778-23-8933

所要時間／120分
総社大神宮→国分寺→引接寺→龍泉寺
→正覚寺→千代鶴神社

9：00～17：00
（月曜～金曜日）

2名様より 1週間前

南越前町今庄観光
ボランティアガイド
協会

無料
（ただし交通費
として1,000円）

南越前町今庄観光
協会
tel.0778-45-0074
fax.0778-45-0041

所要時間／60～90分
今庄駅→「町並散策」・「燧ヶ城跡」・明治殿・
昭和会館・若狭屋・京藤甚五郎家・酒蔵見学・
板取宿・木ノ芽峠

9：00～16：00
2名様～
50名様
まで

1週間前

観光ボランティア
ガイドつるが

無料（ただし
交通費として
半日1,000円、
1日2,000円）

（一社）敦賀観光
協会
tel.0770-22-8167
fax.0770-22-8197

所要時間／車で4時間
JR敦賀駅→氣比神宮→金崎宮（城跡）→赤レンガ倉庫→
ムゼウム館（人道の港）→敦賀鉄道資料館→みなとつるが
山車会館→水戸烈士の墓→気比の松原→JR敦賀駅

8：30～17：15
（月曜～金曜日）

2名様
以上から 1週間前

若狭町
みかたの語り部

無料
（ただし交通費
として1,000円）

若狭町総合戦略課
観光交流室
tel.0770-45-9111
fax.0770-45-1115

所要時間／45～120分
JR三方駅→三方石観世音→佐久間記念交流会館→見返りの松
JR三方駅→縄文博物館→西田梅林→海浜自然センター
梅の里会館→舟小屋→レインボーライン（山頂公園）→三方五湖周遊

8：30～17：15
（月曜～金曜日）

1名様より 1週間前

若狭町
かみなかの語り部

無料
（ただし交通費
として1,000円）

若狭町総合戦略課
観光交流室
tel.0770-45-9111
fax.0770-45-1115

所要時間／60～90分
道の駅「若狭熊川宿」→番所→旧逸見勘兵衛家
→宿場館（資料館）→松木神社→西口公園

8：30～17：15
（月曜～金曜日）

1名様より 1週間前

観光ボランティア
ガイド
「若狭の語り部」

無料（ただし
運営協力金と
して1,000円）

松木憲司
tel.0770-52-2316
fax.0770-52-2316

所要時間／120分
JR小浜駅→いづみ町→町並み資料館→
八百比丘尼入定洞（空印寺）→常高寺→
古い町並み（三丁町）→小浜公園

9：00～17：00
（月曜～金曜日）

バスの場合
…5台位
（1台につき
ガイド1～2人）

1週間前

丸岡観光
ボランティアガイド 無料

霞ヶ城公園
管理事務所
tel.0776-66-0303
fax.0776-66-0678

所要時間／60分
丸岡城天守前広場及び天守内1階9：00～16：001名様より 1週間前

無料（ただし交通
費として1,000円）
2時間以内（超える
場合は要相談）

福井市
歴史ボランティア
バンク「語り部」

歴史のみえる
まちづくり協会
tel.0776-35-0855
fax.0776-35-0855

所要時間／各120分
福井駅→北の庄城址公園→内堀公園
→福井城址→天守台跡→御廊下橋→福井神社
一乗谷朝倉氏遺跡

8：30～17：00
（月曜～金曜日）
ただし祝日は除く

ガイド1人
につき、
2名様から

1週間前

1,000円
（2時間程度）

ふくい観光
おもてなしガイド

（公財）福井観光
コンベンションビューロー
tel.0776-20-5151
fax.0776-27-0700

所要時間／120分
養浩館庭園→福井城址→由利公正広場→
グリフィス記念館

9：00～17：001名様より 10日前
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